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樗鑑紙を痩駕し｛輪ます

行くぞ一　オォー！！

耀

郡中野球大会（町戻グラウンド〉6／2G

回圃回團
おめでた（出生〉

のぞみ

話美ちゃん　佐藤　豊・照　子さん

　　　　　　天水越（国市〉
輝彦ちゃん　内醸　透・正慮実さん

　　　　　　天水島（駐登所）

おくやみ（死亡）

蕎澤　利～さん88歳　大荒戸（薄代場〉

嵩橋　弘疋さん　70歳　中　電（万行院〉

員紹　一・人さん　綿歳　湯之酷（なべや〉

薦中　榮一…さん　56歳　坂　申（新　屋）

零5月i臼から5月雛露までの届患分です、

＊広報に載せてほしくない方は、縄繊の時に

窓鷺にお話ください。

⑳◎㊥⑭
　　　　5月31総璽筏
総入環　3，249人（　（1〉

　男　　i，566人　（　0〉

　女　　王，683人　（　　（）〉

盤帯数　三，捻8芦（…2〉

　　（〉内は髄月との地較

町民憲章，欝、，，s3年7月縦

わたしたちは松之山町観です。郷烹を愛し

みんなでよりよい町づくりをしよう．

町観の脅薬

三、美しい緑と難の中で

　　　　心豊かな入になろう

三、ヅナの槽が触れ合うように

　　　連体9）心をもとう

王、湧きいづる湯泉のように

　　　翻造のカを蕎めよう

璽3。27　遷0蒔～22時

5拷～12月は第2遇・第4遇木曜田が休館βです。
（ただし、林露日が挽漿臼の場合は、饗鍵が林みと
なき1ます。）

え・うちのおかあさん

鐵

◇5肩の繊来事

3β成入式
28臼　町探鳥会

◇6月16臼～7月糾臼の予定

爲碍　総含検診16段まで

黛霧鑑隷、誰

　　まい　弁趨真依ちゃん

　上籔地（糀屋）

ダンスをしているお母さん。洋膿と

黍がうまく描けました．

お料理は、ヒ墨で侮でも美瞭しいよ。

　　　もな　小口摸那ちゃん

　松之出（みのや／

ナ轟を撮ってるお母さん。欝がうま

く描けました．

働いているお愚さんが好き．

漁5滴防闘串β譲練

　　跨議会定例会20欝まで

25揖　衆議院選挙投票鷺

　　消防団地区想定演習

26欝　跡ゲートボール大会

三2β葛齢者スポーツ大会
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：大地の芸術祭

いよいよ大地の芸術祭ヂ越後婁奮アートトリエンナーし2000」が

7月208から9月108の538間開催されます。
この期間は、蔓休みと婁なり蕊すので子供や遊びに采た親戚の入

達とこの機会に芸術を鑑寅したり、イベントに参船してみませんか。

芸術の楽しさと塁山の豊かさを

ゼ越後妻有アートトリエンナーレ2000まは、地元往艮と

内外の一流アーティスト隻40余人．餐界の奪門家、全圏

のサポーターが協働でつくる、今までに綴のない土のに

おいのする芸徳祭です、芸衛祭期閥中、この妻有の地を

訪れる人達は集落や照畑や里由の豊かさを満喫するだけ

ではなく、霞然を生かした美しく楽しい、あるいはビッ

クリするような美衛作品を見ることができます、たとえ

ば真っ脊な空の移り変わりが見られるコテージ、夢を語

り継ぐ罠家、入が去り放置された荒地を素購らしい森に

変えるための木道や翻飼（あずまや〉、棚醗に月の光を映

しこむ鏡、森の中に眠る難人たちの物語の道、真夏の炎

天下の中の露だるま、高さ鷺㍍の鳥の家とその下にある

花壇、中國から移設された35㍍もの登り窯、電飾で彩ら

れた織物のデザイン、簡店街を活気づける400本ののぼ

りなど。嶺界最禿端の美衛が762平方キロメートルの広

大な里山の中に展開され、訪れる人は今までの美術への

考え方をi80度変えるほどの体験をし、これほどの磁自

さ、楽しさ、衝撃が美衛にあることに驚きます。

この夏、越後妻膚で遺ごす数βは、芸術の楽しさと羅

山の豊かさを体感しつつ、私たちが包まれている欝然や

地域環境を考える素購らしい時聞と空間の旅になること

でしょう5美緬が場を括かし、自然を息づかせ、20量綻

の文明を考えさせる．そこでは芸徳の一・大パノラマを壮

観することができます。また、朝夕には蛍を見、星を揮

ぎ、由野葦を擬ったりと里山に育まれた盤活を味わいな

がら、伝統的な村の祭りを体験する．あるいは温泉を巡

り歩きながら、併催される畜楽や踊りなどのイベントに

参簾する、というようにこの期問を通して、全ての人々

がそれぞれ違った方法でアートと地域の魅力を発見し、

広げていくことができます．この大地の祭珍はアートを

含めて、私たちの新しい慢界を予感させ、土のにおい一・

杯の3年に一度開かれるε三年大祭3です。

　　　　　　総禽デ’イレクター1北韻フラム
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達とこの機会に芸術を鑑寅したり、イベントに参船してみませんか。

芸術の楽しさと塁山の豊かさを

ゼ越後妻有アートトリエンナーレ2000まは、地元往艮と
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作家名＃ジェイソン・ドッジ！アメリカ1

設置場駈講大厳寺嵩漂のテニスコートと周辺

　乗篤瑞のジャンプ台を設羅．テニスコート内のベ

　ンチやテニスウェアーをデザインし．女姓による

　テニス大会を溺催する．《俊設》ζジャンプ台鯖作

作家名訳フイオ』ナ・フオーり一

　　　　1オーストラリア1

設灘場駈笥大厳響嵩原の馬水池内

漉にボート2艘と杉板で

作つた葉壷浮かべる。
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設置場穆鉾大厳寺蕎漂の

　　　　案内勝
　案内勝内のテーブルや椅

　子をデザイン．また、イ

　ンターネットで椴舞中に

　傭報発懲する．※鮫設》

　1設置作藁の手撮い）

⑦｛乍家葱駿眞壌雅文滋本3

設罐場所鐸大厳寺嵩原のそぱ畑

　鉄筋を格子状に溶接したポールを設置

　し、蔦をからめる。ζ蔦の

　採取と櫃え込み作業1　　　　　　　　誕
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　　　1アメリカ3
設置場漸婁大厳寺蕎原の林の中

　鉄製ドアや鉄製排気パイプな

　どを設置し，いかにも地’下窪

　があるように見せかける．

　鞭久》
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作家熱謙ケンデル・ギ㎜痔

　　　　1爾アフリカ茎

設置場勝識大厳寺轟漂の

　　　　グラウンド
　地域特禽の建築を及映し

　た構造物を設躍する、紡

　料は鉄製パイプと鋭い金

　囑製ワイヤー、《極久》 聾麟
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設置場勝憐大厳寺高漂の牧場内

　牧場内に摸型の察を設置．遠くから箆る模

型の1家は審物の家に見える…・一。
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⑨

作家名器樒松奮二細本1
設置場漸㌧大厳轡嵩原の蕎蒲圏

　花の咲く樹木と石を設灘する．

　石1は花鵬勝の翻石と窟然行。
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る膏が漉れる．《撰久》

　　　　　　　飛
　　　　し　　　　　　ち　　て
　　　　　　t～　。》瀞

　　r驚貰％〆　　・つしゲ’

チノ

蝋ノ敦

、

＆
帯
慰
皿
締
☆
皿
㌶
F
㌧
．
☆
瓦
撲
＼

琴
ぎ
，
望
産
．
歯
讐
霧
欝
識
ヲ
曽
擁

麟
蒙
跳
厩
骸
『
β
．
牙

　
　
　
　
、
鐘
寿
☆
轟
㌧
☆
4
捧
モ
！

　
　
　
　
　
穿
気
、
ノ
鼻
｛
、
、
応
・
、
　
’
　
　
　
　
鞭
㌧
｝
“
b
　
縦
蹴
、
マ
虻
〆
〆

松之山町の 叉

勺
1

主な展示作品　　　．　　　、．

ノ
＼

　
　
　
＼

　　　　」

ごへ嵐、
　　も　“、憲㍗

　　　　　、＼　　　　　・・s　、　へ
　　　　　　て　　　　　　も

臓一雰蘭
　満瀞㌣　　　　へ
翫拠　　　・

　　　．。遥　象　～　　　解．・＿
　　　　　　　　　・．ゲ冨〆訴ノ　唐
　　　　貢　　　　　　　　　、？、
　弗鑑　買融㌦と

幽轡纏．．鴉・

　’
　い　’．
　、　F・、

　　ヘヤ

　　醜．　ズ
　ン■べ

lv。ゲ、
　　辱ち4鼠　　　　’　　　　／

　　　　　　　ビ
　　　　　　リソ榊

　　　　塑裁らγノ珪、芋
　　　、．轟●》’，璽
　罵　　　　　纂　ド
、認闇　　　　’捗‘　　’な、P

　　　　奪　’［ミ。桶，ヌ・

①f

　一蟹、り9

農い㍗松
覧　’裂‘之

ン訟喘．rす〆．

》、～ぐ蔑

　　津寡

　　　諺
．
、

♪祠

薯
’

垂劉．

　一幣～

’
象

　
⑩

ご

＼
へ
、

・1・εぞ漏霧窒磁灘霧護幾轡◇侮

　　　　　　　　　　　　　　’諮轡鰭

　　　　　　　　　〆ク
　　　　　　　　　μ〆、ぺf

　　　　　　　　　！くノ、

　　　　　　　　　　　　ノ裡籔、．
　　　　　　ヤ　　　　　　　ド　　　　　　　　　ノ　　　　ゆ　

鰯
　　　、轟ζf漏　．．　拳＼鱗籍

　　號．叢芝『☆、ジー．＼

　　　遷・翫　　　　》、、フ　　㌧いら『
　　　〔峯擁．，一」〆双！y』’　　，腐

　　　　　　　　　　　も’

藏難難蹴　

ノ．

｝穐頭｝
ノ

⑤傭）クリップは温泉駐車場全体をデザイ

　ンし、移動武灯籠で夜蟹を演磁します。

　　　灘

犠績⑥繊韓闘蹴3・鯛の鏡を灘馳
、i、、　　　　　映して楽しむヂルナ・プ灘ジェク称を催

　　　　　　　す（天水越〉

　　　』彊．甲

　　、㌦㌔、
　　　　軸　　多

　　｝吋巌　　「　　ロ

　　　略3：’

潔1・・

’　1＾　　’　ズ■

　　三・漁』

ン輝駕．ズ謄
一一『媒、売

　、忍耀
　　・1♂構

　　’．｝！箪・“

翻

＼
、
』

35‘｝　［〆

、ズ危』、煮・
隻哲．．写”！　〆

惣　　3ノκ
■　’　　　　〇　　　　　　　一

甕・芦

1繋』P”み・　　，

一虞1〆1！②

　　作蒙名簿岡部畠生缶1奉3

　　設置場所瞬欝東用小学校ほか

　　　農機翼や生漉具などを町昆と一

　　　緒にフロッタージュ（蓬i本に徴

た拳法）で作品鰯樫し、野外で

展示する．

また、町内の各集落にある庚串

塔などの蕎仏もフ欝ッタージュ

する。《仮設》1農興の収集。展

承場の綱｛絹

③

作家名瀧スタシス・エイ

　　　　ドリゲヴィチウス

　　　　1リトアニア1

設置場斯罵1β東川小学校・

　　　　櫃藤倉荘
　体費館内にパネルを設置

　し、給を描く．そこで演

　虜珪も行う。パネルはi掘藤

　禽荘の外壁に取りつける．

《憧久》

画役献鮮　
受
鯵

L
編

4

1
寸
寸
卜
1



⑧

作家名＃ジェイソン・ドッジ！アメリカ1

設置場駈講大厳寺嵩漂のテニスコートと周辺

　乗篤瑞のジャンプ台を設羅．テニスコート内のベ

　ンチやテニスウェアーをデザインし．女姓による

　テニス大会を溺催する．《俊設》ζジャンプ台鯖作

作家名訳フイオ』ナ・フオーり一

　　　　1オーストラリア1

設灘場駈笥大厳響嵩原の馬水池内

漉にボート2艘と杉板で

作つた葉壷浮かべる。

《鼓設》【葉を漉に浮

かべる作：業僕 識
　
　
㎜

　
　
畑

糊
　
　
　
　
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
慾

⑫

僅家名＝翼5S　lポーランド資

設置場穆鉾大厳寺蕎漂の

　　　　案内勝
　案内勝内のテーブルや椅

　子をデザイン．また、イ

　ンターネットで椴舞中に

　傭報発懲する．※鮫設》

　1設置作藁の手撮い）

⑦｛乍家葱駿眞壌雅文滋本3

設罐場所鐸大厳寺嵩原のそぱ畑

　鉄筋を格子状に溶接したポールを設置

　し、蔦をからめる。ζ蔦の

　採取と櫃え込み作業1　　　　　　　　誕
《短久》

、
　

妻
蓋

　
　
　
　
　
｝

　
　
誇
選

栴　　ノ

⑪

作籏名識ジミー・ダー一ハム

　　　1アメリカ3
設置場漸婁大厳寺蕎原の林の中

　鉄製ドアや鉄製排気パイプな

　どを設置し，いかにも地’下窪

　があるように見せかける．

　鞭久》

（
～
、
塾

⑬

作家熱謙ケンデル・ギ㎜痔

　　　　1爾アフリカ茎

設置場勝識大厳寺轟漂の

　　　　グラウンド
　地域特禽の建築を及映し

　た構造物を設躍する、紡

　料は鉄製パイプと鋭い金

　囑製ワイヤー、《極久》 聾麟

　凛一一一紀oO　　　　　　　　　　ξ　　　　　　　～’｝噸

〔
】￥

⑯

作象名業クー・シュンガ1韓1翻

設置場勝憐大厳寺高漂の牧場内

　牧場内に摸型の察を設置．遠くから箆る模

型の1家は審物の家に見える…・一。

　　　　　　　　　　　　望　　　　　　　ゑ　　　　　　　　　　　　き
　　　　　　　　　　　　…
腿　　緋濯謝　　…29。

竈置欝

！イ∵・

！・

（
＼

　1も
　㍉
　》ガ
　／
　■

　
　
　
　
《
冒

　
O
⑪
い
望
｝

華
萎
董

徽
叢
篇
、
酬
，
蝋
｛
篇
．
ご

’酬τの・呼’i…ド．

5

⑨

作家名器樒松奮二細本1
設置場漸㌧大厳轡嵩原の蕎蒲圏

　花の咲く樹木と石を設灘する．

　石1は花鵬勝の翻石と窟然行。

　裟覆久》【植樹の事伝い）

　　　　蝕讐滝騨

騒
鱒
亀

脚
蓼
ヨ
一

『
曜

“
　
、

郡
慧望

慶
し

⑭

作家名簿樋岡，三郎嫁き本3

設置場勝驚大厳寺嵩漂のそば畑

慧搬錘ノを・～
　鉄板を総んで地”獄鳶替るトンネ

　ルを設置．

　中に塩を入れる。設置されたス

　ど一カーからこの地域で縄かれ

る膏が漉れる．《撰久》

　　　　　　　飛
　　　　し　　　　　　ち　　て
　　　　　　t～　。》瀞

　　r驚貰％〆　　・つしゲ’

チノ

蝋ノ敦

、

＆
帯
慰
皿
締
☆
皿
㌶
F
㌧
．
☆
瓦
撲
＼

琴
ぎ
，
望
産
．
歯
讐
霧
欝
識
ヲ
曽
擁

麟
蒙
跳
厩
骸
『
β
．
牙

　
　
　
　
、
鐘
寿
☆
轟
㌧
☆
4
捧
モ
！

　
　
　
　
　
穿
気
、
ノ
鼻
｛
、
、
応
・
、
　
’
　
　
　
　
鞭
㌧
｝
“
b
　
縦
蹴
、
マ
虻
〆
〆

松之山町の 叉

勺
1

主な展示作品　　　．　　　、．

ノ
＼

　
　
　
＼

　　　　」

ごへ嵐、
　　も　“、憲㍗

　　　　　、＼　　　　　・・s　、　へ
　　　　　　て　　　　　　も

臓一雰蘭
　満瀞㌣　　　　へ
翫拠　　　・

　　　．。遥　象　～　　　解．・＿
　　　　　　　　　・．ゲ冨〆訴ノ　唐
　　　　貢　　　　　　　　　、？、
　弗鑑　買融㌦と

幽轡纏．．鴉・

　’
　い　’．
　、　F・、

　　ヘヤ

　　醜．　ズ
　ン■べ

lv。ゲ、
　　辱ち4鼠　　　　’　　　　／

　　　　　　　ビ
　　　　　　リソ榊

　　　　塑裁らγノ珪、芋
　　　、．轟●》’，璽
　罵　　　　　纂　ド
、認闇　　　　’捗‘　　’な、P

　　　　奪　’［ミ。桶，ヌ・

①f

　一蟹、り9

農い㍗松
覧　’裂‘之

ン訟喘．rす〆．

》、～ぐ蔑

　　津寡

　　　諺
．
、

♪祠

薯
’

垂劉．

　一幣～

’
象

　
⑩

ご

＼
へ
、

・1・εぞ漏霧窒磁灘霧護幾轡◇侮

　　　　　　　　　　　　　　’諮轡鰭

　　　　　　　　　〆ク
　　　　　　　　　μ〆、ぺf

　　　　　　　　　！くノ、

　　　　　　　　　　　　ノ裡籔、．
　　　　　　ヤ　　　　　　　ド　　　　　　　　　ノ　　　　ゆ　

鰯
　　　、轟ζf漏　．．　拳＼鱗籍

　　號．叢芝『☆、ジー．＼

　　　遷・翫　　　　》、、フ　　㌧いら『
　　　〔峯擁．，一」〆双！y』’　　，腐

　　　　　　　　　　　も’

藏難難蹴　

ノ．

｝穐頭｝
ノ

⑤傭）クリップは温泉駐車場全体をデザイ

　ンし、移動武灯籠で夜蟹を演磁します。

　　　灘

犠績⑥繊韓闘蹴3・鯛の鏡を灘馳
、i、、　　　　　映して楽しむヂルナ・プ灘ジェク称を催

　　　　　　　す（天水越〉

　　　』彊．甲

　　、㌦㌔、
　　　　軸　　多

　　｝吋巌　　「　　ロ

　　　略3：’

潔1・・

’　1＾　　’　ズ■

　　三・漁』

ン輝駕．ズ謄
一一『媒、売

　、忍耀
　　・1♂構

　　’．｝！箪・“

翻

＼
、
』

35‘｝　［〆

、ズ危』、煮・
隻哲．．写”！　〆

惣　　3ノκ
■　’　　　　〇　　　　　　　一

甕・芦

1繋』P”み・　　，

一虞1〆1！②

　　作蒙名簿岡部畠生缶1奉3

　　設置場所瞬欝東用小学校ほか

　　　農機翼や生漉具などを町昆と一

　　　緒にフロッタージュ（蓬i本に徴

た拳法）で作品鰯樫し、野外で

展示する．

また、町内の各集落にある庚串

塔などの蕎仏もフ欝ッタージュ

する。《仮設》1農興の収集。展

承場の綱｛絹

③

作家名瀧スタシス・エイ

　　　　ドリゲヴィチウス

　　　　1リトアニア1

設置場斯罵1β東川小学校・

　　　　櫃藤倉荘
　体費館内にパネルを設置

　し、給を描く．そこで演

　虜珪も行う。パネルはi掘藤

　禽荘の外壁に取りつける．

《憧久》

画役献鮮　
受
鯵

L
編

4

1
寸
寸
卜
1



吠地交響フェステイバル」

　　　　　　前売り券発売中〃

大地の芸衛祭ヂ越後妻有アートトリエンナーレ2000」が

7月20漏力》ら53鼠問に1わたって絹始されます。会期中は

展示された作最の鑑賞やワークシ3ップ、また、数多くの

イベントが予定されています、大地の芸徳祭には様々な参

撫方法があります．

イベントの目玉の一つがヂ大地交響フェスティバル」で

す。これは鍵雰各地から畜楽や踊りのグルーブが集まって、

地域の患演巻と共催する楽しいお祭りです。司会に真野響

子さんを迎え、次のとおり闘催されますので、多数の皆さ

んからのご来場をお待ちしています．

段　時　7月30臼〈欝〉午後4時から

会　場　十臼購布城ヶ捻ピュアランド

霞演者　由下洋輔、梅津秘時、ROBOサックスカルテット、

　　　巻上公一、天鼓、堀摺久子、金醤英人、内海儒彦、

　　　アンサンブノいトゥバクィズィ、十ε1町大太鼓、

　　　新保広大寺籔保存会地

翼会真野響子
入場料　一般3，000羅（髄売2．500円〉

　　　小・中・腐i，50011弓備売亙。α）0円／

お問い合わせ

　　　大地の芸衛祭事務賜（5257－57－2637）、または、

　　　松之出町役場振興課（費6－3！34〉

出演者事前ワークショップが

　　　　　　　　　開催されます

大地交響フェスティバルは、・…般のコンサートぴ）ように

晃に行くのはもちろんですが、磁演巻も大寡集しています．

撮演の方法は「声を出すこと3、ヂ踊ること」で簡単に参繍

できます、楽譜や歌詞のとおり歌ったり、決められた踊り

をするわけではありませんので、年齢、性別、経験を悶わ

ずに参撫できる楽しいものです。

7月20欝から患演麿を婦象とした事潮ワークシ欝ップを

予定しております、詳しい欝程等は大地の芸衛祭事務縄

（50257一欝一2637）までお問い合わせください。

　越後妻有8万人のステキ発見大賞

　　　高橋賢治さん欄展開催

越後妻有の自然文化に隠された魅力を再発見するために

写真と欝葉のコンテストで3，王澱点の慈募作舐の中からス

テキ発昆大賞を受賞した商橋賢治さん（津爾町〉の鰻展～

越後妻霧のステキな翻季折々～を大地の芸衛祭に併せ7月

20纈（海の鋤から8月6εi償）まで、十鑓町椿報館に

て闘催します。ご家族そろって、ぜひ、ご覧になってくだ

さい、（入場無料）

　
賜
東
窟
へ
来
た
の
だ
か
ら
隔
と
い
う

理
磁
で
、
私
は
英
会
詣
学
校
へ
通
つ

て
い
ま
す
．

　
仕
箏
が
終
わ
う
、
て
か
ら
、
選
2
嗣
。

約
／
蒋
闘
の
授
薬
で
す
．

　
そ
こ
で
は
、
私
が
中
学
・
縞
校
で

教
わ
っ
た
授
薬
と
似
た
事
を
や
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
明
ら
か
に
違
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
．

　
そ
れ
は
、
懸
本
翻
使
溺
禁
慮
で
す
、

　
膿
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
嚢
ぐ
、
こ

と
も
、
質
問
・
回
答
全
て
英
語
で
議

し
、
英
諾
で
欝
け
な
け
れ
ば
絵
で
描

き
ま
す
．
教
秘
書
も
英
訳
す
る
問
い

ば
か
り
、
段
奉
語
訳
す
る
質
問
な
ど

一
切
あ
り
ま
せ
ん
．

　
強
纏
学
校
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

賛
奉
の
学
校
で
は
、
濤
本
語
を
硬
え

る
と
い
う
ゆ
と
り
が
、
菓
語
力
を
低

下
さ
せ
て
い
る
ら
し
い
の
で
す
、

　
騰
瞭
化
の
進
む
鷺
本
の
紘
会
。
英

語
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
の

酊
能
盤
が
蠣
広
く
な
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
．

　
特
に
聯
・
蕩
校
盤
に
、
お
薦
め
し

ま
す
。
三
霞
三
時
問
、
英
語
は
駅
さ

7

な
く
て
も
い
い
で
す
、
闘
く
だ
け
の

隣
問
を
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
代
わ
り
、
聞
く
英
語
は
鷺
憲

の
ニ
ュ
…
ス
。
畜
楽
は
だ
め
。
ニ
カ

麟
語
機
能
の
テ
レ
ビ
で
あ
れ
ば
切
換

は
簡
単
。
ニ
ュ
ー
ス
な
ら
粥
が
趨

こ
っ
た
か
は
見
れ
ば
分
か
る
し
、
晃

る
構
報
と
醐
く
憐
報
を
合
わ
せ
る
こ

と
も
簡
単
で
す
、
、
単
繕
・
文
法
は
ま

た
甥
に
．

　
そ
の
間
お
父
さ
ん
達
我
慢
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

　
翠
い
人
で
3
ヶ
月
、
遅
く
と
も

6
ヶ
月
後
に
は
成
果
が
現
れ
る
そ
う

で
す
よ
．

　
大
地
の
芸
衛
祭
が
行
わ
れ
る
今
隼
，
、

　
外
麟
の
人
と
会
う
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
英
語

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

園
園
團
圏
圖

　
　
圃
因
回

覗
英
会
話
臨

ベント

7／紬　繭夜祭（松代観蕎祭とタイアップしてコンサートなどを開催〉

7／20　闘会式典・記念レセプション（クロス沁周辺〉

7／20　粟津潔”古代文掌ワークショップコ（十臼時〉

7／20～30　ダニエル・ビュレンヌ”十β町プロジェクト”

　　　　（十β町：祝祭時にストライプのフラッグと浴衣で畜街地の光景を変貌させる）

7／21～8／20　川俣正”松之山ワークショップ”

　　　　（町のシンボルとなる公圏をアーティストとボランティアのワークショップでつくる〉

7／28～31　内海信彦”サマーセッション”（松之山〉

7／29・30　大地交響フェスティバル

　　　　（城ヶ丘ピュアランド：芸術祭開催を高らかに告げる野外フェスティバル）

8／4～6　土也葦家王漿境会言義（十β琵弩）

8／5・6　妻有から見た畏界（規簸〉

8／5　岩騎永人”樽ぱやし楽団コンサート”（中里〉

8／揖～9／3　AAスクール3予小白倉ワークショツプ”（lil茜〉

8／槍・2G　ヂ森の学校3松之由の豊かな里山の森で行われる交流プ績グラム

8／m～26　Bゼミササマーセッション”（松之山〉

8／25～27　楽布楽座（十日町市街地で全團の多彩な人々が集う趣味の務の開催〉

8／25～27　ダニエル・ビュレンヌ”十鷺麟プロジェクト”

8／26Wε8妻有”reai　fiat　ciuげ

　　　　（十日町1インターネットを活用したミュージックイベント〉

8／27　奢綺永人”樽ばやし楽団コンサート”（中里〉

9／萄　閉会式（ミオン中里〉
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吠地交響フェステイバル」

　　　　　　前売り券発売中〃

大地の芸衛祭ヂ越後妻有アートトリエンナーレ2000」が

7月20漏力》ら53鼠問に1わたって絹始されます。会期中は

展示された作最の鑑賞やワークシ3ップ、また、数多くの

イベントが予定されています、大地の芸徳祭には様々な参

撫方法があります．

イベントの目玉の一つがヂ大地交響フェスティバル」で

す。これは鍵雰各地から畜楽や踊りのグルーブが集まって、

地域の患演巻と共催する楽しいお祭りです。司会に真野響

子さんを迎え、次のとおり闘催されますので、多数の皆さ

んからのご来場をお待ちしています．

段　時　7月30臼〈欝〉午後4時から

会　場　十臼購布城ヶ捻ピュアランド

霞演者　由下洋輔、梅津秘時、ROBOサックスカルテット、

　　　巻上公一、天鼓、堀摺久子、金醤英人、内海儒彦、

　　　アンサンブノいトゥバクィズィ、十ε1町大太鼓、

　　　新保広大寺籔保存会地

翼会真野響子
入場料　一般3，000羅（髄売2．500円〉

　　　小・中・腐i，50011弓備売亙。α）0円／

お問い合わせ

　　　大地の芸衛祭事務賜（5257－57－2637）、または、

　　　松之出町役場振興課（費6－3！34〉

出演者事前ワークショップが

　　　　　　　　　開催されます

大地交響フェスティバルは、・…般のコンサートぴ）ように

晃に行くのはもちろんですが、磁演巻も大寡集しています．

撮演の方法は「声を出すこと3、ヂ踊ること」で簡単に参繍

できます、楽譜や歌詞のとおり歌ったり、決められた踊り

をするわけではありませんので、年齢、性別、経験を悶わ

ずに参撫できる楽しいものです。

7月20欝から患演麿を婦象とした事潮ワークシ欝ップを

予定しております、詳しい欝程等は大地の芸衛祭事務縄

（50257一欝一2637）までお問い合わせください。

　越後妻有8万人のステキ発見大賞

　　　高橋賢治さん欄展開催

越後妻有の自然文化に隠された魅力を再発見するために

写真と欝葉のコンテストで3，王澱点の慈募作舐の中からス

テキ発昆大賞を受賞した商橋賢治さん（津爾町〉の鰻展～

越後妻霧のステキな翻季折々～を大地の芸衛祭に併せ7月
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7／紬　繭夜祭（松代観蕎祭とタイアップしてコンサートなどを開催〉

7／20　闘会式典・記念レセプション（クロス沁周辺〉

7／20　粟津潔”古代文掌ワークショップコ（十臼時〉

7／20～30　ダニエル・ビュレンヌ”十β町プロジェクト”

　　　　（十β町：祝祭時にストライプのフラッグと浴衣で畜街地の光景を変貌させる）

7／21～8／20　川俣正”松之山ワークショップ”

　　　　（町のシンボルとなる公圏をアーティストとボランティアのワークショップでつくる〉

7／28～31　内海信彦”サマーセッション”（松之山〉

7／29・30　大地交響フェスティバル

　　　　（城ヶ丘ピュアランド：芸術祭開催を高らかに告げる野外フェスティバル）

8／4～6　土也葦家王漿境会言義（十β琵弩）

8／5・6　妻有から見た畏界（規簸〉

8／5　岩騎永人”樽ぱやし楽団コンサート”（中里〉

8／揖～9／3　AAスクール3予小白倉ワークショツプ”（lil茜〉

8／槍・2G　ヂ森の学校3松之由の豊かな里山の森で行われる交流プ績グラム

8／m～26　Bゼミササマーセッション”（松之山〉

8／25～27　楽布楽座（十日町市街地で全團の多彩な人々が集う趣味の務の開催〉

8／25～27　ダニエル・ビュレンヌ”十鷺麟プロジェクト”

8／26Wε8妻有”reai　fiat　ciuげ

　　　　（十日町1インターネットを活用したミュージックイベント〉

8／27　奢綺永人”樽ばやし楽団コンサート”（中里〉

9／萄　閉会式（ミオン中里〉
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衆議院小選挙区結果（松之山町醐票区〉

1．578

　
第
繭
藩
蕊
郷
衆
議
院
義
、
魏
総
選
雛

が
穴
月
、
㎜
十
薮
緯
に
小
選
挙
譲
此
例

代
衷
並
立
鰯
で
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
醐
票
の
結
果
、
麟
潟
県
第
穴
旺
選

挙
区
で
は
簡
井
傷
隆
氏
が
、
雛
擬
勝

彦
践
を
五
、
．
．
、
、
．
、
○
票
藻
で
黒
度
目

の
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
．
ま
た
、

今
醐
第
六
区
か
ら
比
例
区
に
か
わ
っ

た
轟
鳥
修
氏
も
滋
選
し
ま
し
た
．

　
全
魍
の
投
票
率
は
、
六
＝
闘
九

％
、
県
内
の
平
均
投
粟
率
は
、
七
〇
・

九
六
驚
で
し
た
。
投
票
時
間
が
、
午

後
八
鱒
ま
で
廼
長
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
投
票
率
は
ど
ち
ら
も
麟
灘
を
上

圃
り
ま
し
た
。

　
当
町
闘
票
区
の
結
果
は
、
衷
の
と

お
り
で
す
．

衆
議
院
選
挙
新
潟
県
第
六
匿

当
　
簡
井
信
隆

　
霞
規
勝
彦

　
闘
部
疋
義

一
｝
九
、
七
一
、
榊
暇

ご
照
、
臨
○
縢

　
八
、
九
黒
五

6
月
議
会
定
例
会

　
平
成
牽
二
葎
第
二
鳳
の
時
議
会
の

｛蕉

例
瓜
筑
が
六
月
十
九
黛
。
二
十
R
一
の

凱
欝
閥
闘
催
さ
れ
、
を
五
の
議
案
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
叢
の
も
の
は
、
畢
成

十
蕊
葎
度
一
般
会
翫
及
び
六
つ
の
特

溺
会
欝
の
補
肥
予
算
を
中
心
に
、
条

例
の
　
部
改
疋
と
鰯
足
な
ど
に
つ
い

て
で
す
。

　
な
お
、
審
議
に
先
．
v
廊
専
決
処
分

事
項
の
承
認
や
照
項
目
の
報
魯
が
あ

り
ま
し
た
。
　
、
般
質
問
で
は
、
「
市
町

村
合
併
に
つ
い
て
匿
介
護
保
険
と
禰

祉
鰐
策
に
つ
い
て
旗
農
業
の
振
興
に

つ
い
て
偏
「
学
園
と
地
域
鑑
炭
録
な
ど

鑓
私
の
議
簸
が
、
牽
鰻
項
目
に
つ
い

て
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
「
講
会
だ
よ
り
」
で
紹
介
し

ま
す
．

　
な
お
、
全
て
原
鍛
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

」

8

白想勝彦鷹ノ月　勝膨 i，b♂δ

あべ疋義 189
つつい鱈隆 604

講 2，37三

最終有権者数 2，75王

投票者総数 2，403
無効投票春数 32
投　票　率 87．3醇「

衆議院比例代表結果（松之山町開票区〉

公明党 §
… U6自由疑孟党 … ユ，337ヨ

膚密党 亙41
政党自由連奮 10
揖本共産党 　　　　→

293
徽会民主党 王06
渓主党 　　　　吋238

讃 2，翻
最終脊権者数 2，75三

投票者総数
† 2，40・ニコ

無効投票者数 三〇9
投　票　率
　　　　一

87、脇二i

一般会計補正予算の主なもの

△1感，0工9千円

△60，000千円

　嫉762千円

王10，000千鰐

△48，000千円

△王5，100千円

歳　入

土地改食費事業費補助金

財政調整基金繰入金

観光施設整備基金繰入金

繰越金

地域振興整備事業債

土地改良事業債

歳　出

十鷺瞬地域広域事務綴合負撞金　　　　　　△48，000千縮

新潟来低コスト生産緊急対策事業補助金　　△16，500千円

小幾模盗産基盤整備事業補助金　　　　　　　蒙8，000千円

県営中由聞地域総合整備事業負麹金　　　　△M，547千需

下水道事業特劉会謙繰鐵金　　　　　　　　△茸，（〉貿千円

予備費　　　　　　　　　　16，90妊穆
し

児
童
手
当
が
義
務
教
育

　
　
　
就
学
前
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す

　
硯
往
、
3
歳
東
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
て

い
る
兇
童
手
蚤
は
、
鮒
度
が
改
蕊
さ
れ
、
平
成
捻
年
6
月
i
欝
か
ら
次

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

翻揃 敢釜後

年齢舛象 3歳未満

義務教驚就学前

　（6歳になって簸初の年度末）

i※職6鋼月銀鵬縫熱醗童

手当月額
第三子・2子5，000円

第3子以降鎗，000円

第1子・2子5，000穆

第3子以鋒燈000鰐

支払時期 2月・6月・鎗，月 2月・6月弓0月

児
童
手
当
の

支
給
を
受
け
る
に
は
？

◆
兜
童
手
滋
は
、
養
脊
書
か
ら
の
確

　
講
が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
役
場
総
務
課
往
饒
係
窓
欝
で
串
請

　
し
て
く
だ
さ
い
．
（
公
務
鰻
の
方
は
、

　
勤
務
免
に
な
り
ま
す
。
）

◆
購
請
書
の
飽
に
瞥
葎
金
撫
入
談
明

　
書
』
噸
所
得
証
萌
書
繍
「
請
求
書
の

　
銀
行
等
の
口
鰹
番
弩
恥
な
ど
、
必

　
要
に
応
じ
て
添
付
霧
類
を
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
、

◆
断
得
が
｝
定
額
以
上
の
方
に
は
、

　
麗
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
初
等
舗
隈
限
度
額
に
つ
い
て
は
次

　
の
と
お
り
で
す
。
．

手
続
き
の
方
法
は
？

◆
義
務
教
膏
就
学
麟
の
兜
童
さ
ん
の

　
み
の
場
合

　
新
焼
講
求
と
な
り
ま
す
。
単
成
捻

平成12年度所得制限限度額

扶養親族等の数 驚童手灘 特例給付

0　人 工，700，QOO円 3，61（瓦000円

王入 2，08繊000円 3，990，000円

2　人 2，46α000題 鷹370，000円

3　人 2，840，000円 4，750，000円

曝　人 3，220，000円 5，ユ30，000円

i　　5　人
一

3，600，000円 55鎗ooo旦」

　
葎
9
月
3
0
β
ま
で
に
支
給
さ
れ
た

　
場
舎
、
平
成
駕
葎
6
肩
分
ま
で
を

　
上
隈
と
し
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

給
さ
れ
ま
す
．
（
9
月
3
0
β
は
土

　
曜
臼
の
た
め
窓
欝
は
お
休
み
で

　
す
）

◆
理
荏
、
兜
童
手
灘
を
受
け
て
い
る

　
場
合
は
「
理
況
届
』
の
提
出
を
し

　
ま
す
。

◆
境
筏
、
兜
童
乎
当
を
受
け
て
い
て
、

　
義
務
教
膏
就
学
醗
の
兜
童
も
い
る

　
場
合
、
「
現
溌
届
』
と
「
額
改
定
講

　
求
蜜
」
を
握
患
し
ま
す
．

お
問
い
合
わ
せ

町
総
務
課
住
浅
係

　
　
費
6
－
3
1
3
1
（
内
線
騒
）

まつのやま文芸

俳
　
句

ア
ジ
サ
イ
の
明
る
き
色
に
癒
さ
れ
て

梅
雨
疇
や
園
児
の
歓
喜
砂
山
に

　
　
　
　
　
松
之
山
く
言
間
松
屋
）
　
誓
部
朝
女

青
蛙
如
雨
露
の
葉
水
に
安
住
す

空
梅
雨
や
水
音
絶
え
て
沢
艀
か

　
　
　
　
　
松
之
山
（
爾
　
脇
）

高
沢
秀
女

雨
意
は
ら
む
風
に
鳴
き
立
つ
雨
蛙

宿
浴
衣
ま
と
ひ
て
舞
ふ
も
旅
の
夜

　
　
　
　
　
松
之
山
（
松
　
屋
）
佐
藤
節
女

川

柳

年
で
す
ね
修
理
部
品
が
効
き
ま
せ
ん

町
角
の
親
切
さ
ん
に
こ
こ
ろ
凪
ぎ

少
年
も
地
球
も
病
ん
で
い
る
紀
末

　
　
　
　
　
黒
倉
（
轡
枚
留
V
草
村
翼
春

　
柳
友
作
品
紹
介

時
々
は
あ
ぶ
な
い
風
に
あ
う
ふ
た
弓

入
学
を
果
た
せ
ば
あ
と
は
と
こ
ろ
て
ん

う
ち
あ
け
て
見
よ
う
か
友
の
闘
き
よ
手

茂成江
子尾尻
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衆議院小選挙区結果（松之山町醐票区〉

1．578

　
第
繭
藩
蕊
郷
衆
議
院
義
、
魏
総
選
雛

が
穴
月
、
㎜
十
薮
緯
に
小
選
挙
譲
此
例

代
衷
並
立
鰯
で
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
醐
票
の
結
果
、
麟
潟
県
第
穴
旺
選

挙
区
で
は
簡
井
傷
隆
氏
が
、
雛
擬
勝

彦
践
を
五
、
．
．
、
、
．
、
○
票
藻
で
黒
度
目

の
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
．
ま
た
、

今
醐
第
六
区
か
ら
比
例
区
に
か
わ
っ

た
轟
鳥
修
氏
も
滋
選
し
ま
し
た
．

　
全
魍
の
投
票
率
は
、
六
＝
闘
九

％
、
県
内
の
平
均
投
粟
率
は
、
七
〇
・

九
六
驚
で
し
た
。
投
票
時
間
が
、
午

後
八
鱒
ま
で
廼
長
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
投
票
率
は
ど
ち
ら
も
麟
灘
を
上

圃
り
ま
し
た
。

　
当
町
闘
票
区
の
結
果
は
、
衷
の
と

お
り
で
す
．

衆
議
院
選
挙
新
潟
県
第
六
匿

当
　
簡
井
信
隆

　
霞
規
勝
彦

　
闘
部
疋
義

一
｝
九
、
七
一
、
榊
暇

ご
照
、
臨
○
縢

　
八
、
九
黒
五

6
月
議
会
定
例
会

　
平
成
牽
二
葎
第
二
鳳
の
時
議
会
の

｛蕉

例
瓜
筑
が
六
月
十
九
黛
。
二
十
R
一
の

凱
欝
閥
闘
催
さ
れ
、
を
五
の
議
案
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
叢
の
も
の
は
、
畢
成

十
蕊
葎
度
一
般
会
翫
及
び
六
つ
の
特

溺
会
欝
の
補
肥
予
算
を
中
心
に
、
条

例
の
　
部
改
疋
と
鰯
足
な
ど
に
つ
い

て
で
す
。

　
な
お
、
審
議
に
先
．
v
廊
専
決
処
分

事
項
の
承
認
や
照
項
目
の
報
魯
が
あ

り
ま
し
た
。
　
、
般
質
問
で
は
、
「
市
町

村
合
併
に
つ
い
て
匿
介
護
保
険
と
禰

祉
鰐
策
に
つ
い
て
旗
農
業
の
振
興
に

つ
い
て
偏
「
学
園
と
地
域
鑑
炭
録
な
ど

鑓
私
の
議
簸
が
、
牽
鰻
項
目
に
つ
い

て
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
「
講
会
だ
よ
り
」
で
紹
介
し

ま
す
．

　
な
お
、
全
て
原
鍛
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

」

8

白想勝彦鷹ノ月　勝膨 i，b♂δ

あべ疋義 189
つつい鱈隆 604

講 2，37三

最終有権者数 2，75王

投票者総数 2，403
無効投票春数 32
投　票　率 87．3醇「

衆議院比例代表結果（松之山町開票区〉

公明党 §
… U6自由疑孟党 … ユ，337ヨ

膚密党 亙41
政党自由連奮 10
揖本共産党 　　　　→

293
徽会民主党 王06
渓主党 　　　　吋238

讃 2，翻
最終脊権者数 2，75三

投票者総数
† 2，40・ニコ

無効投票者数 三〇9
投　票　率
　　　　一

87、脇二i

一般会計補正予算の主なもの

△1感，0工9千円

△60，000千円

　嫉762千円

王10，000千鰐

△48，000千円

△王5，100千円

歳　入

土地改食費事業費補助金

財政調整基金繰入金

観光施設整備基金繰入金

繰越金

地域振興整備事業債

土地改良事業債

歳　出

十鷺瞬地域広域事務綴合負撞金　　　　　　△48，000千縮

新潟来低コスト生産緊急対策事業補助金　　△16，500千円

小幾模盗産基盤整備事業補助金　　　　　　　蒙8，000千円

県営中由聞地域総合整備事業負麹金　　　　△M，547千需

下水道事業特劉会謙繰鐵金　　　　　　　　△茸，（〉貿千円

予備費　　　　　　　　　　16，90妊穆
し

児
童
手
当
が
義
務
教
育

　
　
　
就
学
前
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す

　
硯
往
、
3
歳
東
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
て

い
る
兇
童
手
蚤
は
、
鮒
度
が
改
蕊
さ
れ
、
平
成
捻
年
6
月
i
欝
か
ら
次

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

翻揃 敢釜後

年齢舛象 3歳未満

義務教驚就学前

　（6歳になって簸初の年度末）

i※職6鋼月銀鵬縫熱醗童

手当月額
第三子・2子5，000円

第3子以降鎗，000円

第1子・2子5，000穆

第3子以鋒燈000鰐

支払時期 2月・6月・鎗，月 2月・6月弓0月

児
童
手
当
の

支
給
を
受
け
る
に
は
？

◆
兜
童
手
滋
は
、
養
脊
書
か
ら
の
確

　
講
が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
役
場
総
務
課
往
饒
係
窓
欝
で
串
請

　
し
て
く
だ
さ
い
．
（
公
務
鰻
の
方
は
、

　
勤
務
免
に
な
り
ま
す
。
）

◆
購
請
書
の
飽
に
瞥
葎
金
撫
入
談
明

　
書
』
噸
所
得
証
萌
書
繍
「
請
求
書
の

　
銀
行
等
の
口
鰹
番
弩
恥
な
ど
、
必

　
要
に
応
じ
て
添
付
霧
類
を
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
、

◆
断
得
が
｝
定
額
以
上
の
方
に
は
、

　
麗
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
初
等
舗
隈
限
度
額
に
つ
い
て
は
次

　
の
と
お
り
で
す
。
．

手
続
き
の
方
法
は
？

◆
義
務
教
膏
就
学
麟
の
兜
童
さ
ん
の

　
み
の
場
合

　
新
焼
講
求
と
な
り
ま
す
。
単
成
捻

平成12年度所得制限限度額

扶養親族等の数 驚童手灘 特例給付

0　人 工，700，QOO円 3，61（瓦000円

王入 2，08繊000円 3，990，000円

2　人 2，46α000題 鷹370，000円

3　人 2，840，000円 4，750，000円

曝　人 3，220，000円 5，ユ30，000円

i　　5　人
一

3，600，000円 55鎗ooo旦」

　
葎
9
月
3
0
β
ま
で
に
支
給
さ
れ
た

　
場
舎
、
平
成
駕
葎
6
肩
分
ま
で
を

　
上
隈
と
し
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

給
さ
れ
ま
す
．
（
9
月
3
0
β
は
土

　
曜
臼
の
た
め
窓
欝
は
お
休
み
で

　
す
）

◆
理
荏
、
兜
童
手
灘
を
受
け
て
い
る

　
場
合
は
「
理
況
届
』
の
提
出
を
し

　
ま
す
。

◆
境
筏
、
兜
童
乎
当
を
受
け
て
い
て
、

　
義
務
教
膏
就
学
醗
の
兜
童
も
い
る

　
場
合
、
「
現
溌
届
』
と
「
額
改
定
講

　
求
蜜
」
を
握
患
し
ま
す
．

お
問
い
合
わ
せ

町
総
務
課
住
浅
係

　
　
費
6
－
3
1
3
1
（
内
線
騒
）

まつのやま文芸

俳
　
句

ア
ジ
サ
イ
の
明
る
き
色
に
癒
さ
れ
て

梅
雨
疇
や
園
児
の
歓
喜
砂
山
に

　
　
　
　
　
松
之
山
く
言
間
松
屋
）
　
誓
部
朝
女

青
蛙
如
雨
露
の
葉
水
に
安
住
す

空
梅
雨
や
水
音
絶
え
て
沢
艀
か

　
　
　
　
　
松
之
山
（
爾
　
脇
）

高
沢
秀
女

雨
意
は
ら
む
風
に
鳴
き
立
つ
雨
蛙

宿
浴
衣
ま
と
ひ
て
舞
ふ
も
旅
の
夜

　
　
　
　
　
松
之
山
（
松
　
屋
）
佐
藤
節
女

川

柳

年
で
す
ね
修
理
部
品
が
効
き
ま
せ
ん

町
角
の
親
切
さ
ん
に
こ
こ
ろ
凪
ぎ

少
年
も
地
球
も
病
ん
で
い
る
紀
末

　
　
　
　
　
黒
倉
（
轡
枚
留
V
草
村
翼
春

　
柳
友
作
品
紹
介

時
々
は
あ
ぶ
な
い
風
に
あ
う
ふ
た
弓

入
学
を
果
た
せ
ば
あ
と
は
と
こ
ろ
て
ん

う
ち
あ
け
て
見
よ
う
か
友
の
闘
き
よ
手

茂成江
子尾尻
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1
卜
寸
ト
ー

町民の生命と財産を守るため

地域想定演習
町消防囲

わが家の人気者

登場（2歳）

鯛葵さん長男

（雛の宿千歳〉

　
ん
　
．

　
や
成

ち
｝

、
入
擁

畑
瑛

本湯

　家ではヂエイト∫と呼ばれてい

ます。僕はギパパ、ママ」と呼び

ます．キュウリとニンジンが好き

で、生でバリバリ食べます、サル

ビアの花の蜜を衆うのも大好き

です。

　新幹線のジグソーバズルも大

得慧です．十一屋さんのネオン春

板”松之山土産傭報○’と”松之由

昧惰報○を暗記していますので短

りたい人は僕に関いてください．

　今シーズンにはスキーデ

ビューする予建です．

【お母さんからの一一書】

　楽しいこともいたずらも沢猛1

経験して、松之由が大好きで命の

尊さが分かる人間になってほし

～
き
を
髪
5
、
玄
皇
，
一

ゆ
すでい

　　　　■い　　　　｝　　　　一　　　嚇・　　　■静　　軸　　』一　鴨　轡　輔｝腕

　
バ
月
二
十
五
黛
に
町
内
照
カ
所
に

お
い
て
跡
酒
防
膨
に
よ
る
地
域
想
定

演
凋
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
今
罫
は
、

春
先
に
山
火
箏
が
続
き
、
そ
れ
に
伴

う
死
亡
事
故
も
発
醗
し
た
こ
と
か
ら
、

山
火
舞
を
韻
驚
し
、
水
利
を
海
綴
に

し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
豪
し
た
．

　
布
川
地
区
の
想
定
演
習
で
は
、
火

点
を
東
川
集
落
の
簸
烹
部
に
縢
き
、

水
利
を
河
川
と
防
火
用
水
の
ニ
カ
勝

に
求
め
、
山
の
爾
翻
か
轟
　
、
葭
欝
ほ

ど
の
坂
遵
に
ホ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
延

長
し
、
実
際
の
火
災
さ
な
が
ら
の
演

習
に
取
り
組
ん
で
い
濠
し
た
、
、

　
地
域
滴
防
膨
は
、
驚
民
の
盤
命
と

財
産
を
不
測
の
災
警
か
ら
轡
る
役
欝

を
持
っ
て
い
ま
す
。
災
鰍
の
多
い
年

は
、
改
め
て
そ
の
嚢
要
さ
が
認
識
さ

れ
ま
す
．

　
山
火
事
の
よ
う
な
火
災
は
、
乾
燥

し
て
風
の
あ
る
よ
う
な
跨
に
は
、
野

焼
き
を
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

…
…
…
圭
r
手
…
…
き
、
ぎ
乎
峯
、
き
｝
き
…
…
｛
…
…
…
i
§
…
…
…
～
…
｛
髪
，
峯
乗
ー
…
ー
ξ
等
キ
亨
…
き
…
ξ
ξ
…
…
i
…
…
…
…
…
…
多
…

…
｝
手
き
｝
｝
…
霊
し

高
齢
者

　
交
通
安
全
教
室

　
六
月
、
．
駈
八
類
に
松
難
地
区
に
あ

る
老
入
懇
い
の
象
に
お
い
て
、
．
岡
齢

蓋
交
通
安
全
教
鰹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
窯
は
、
天
水
越
集
落
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
「
老
友
ク
ラ
ブ
偏
が
内

田
駐
在
勝
長
を
講
師
に
行
わ
れ
た
も

の
で
、
五
十
名
を
超
え
る
お
年
欝
り

が
参
撫
し
ま
し
た
．

　
こ
の
麗
は
、
大
地
の
、
寛
術
祭
な
ど

の
大
き
な
イ
ベ
、
ノ
ト
が
糊
催
さ
れ
交

通
齪
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
今
園
の
交
通
安
全
教
灘
と

な
り
ま
し
た
．

　
内
田
駐
荏
厳
長
か
ら
鞭
近
の
交
通

事
敏
の
状
祝
を
闘
い
た
後
、
交
通
事

故
の
恐
ろ
し
さ
を
異
体
的
に
教
え
る

ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
．
そ
の
後
、

内
鑓
さ
ん
よ
り
参
燐
潔
全
藪
に
反
雛

柑
が
手
渡
さ
れ
、
す
ぐ
そ
の
場
で
皆

さ
ん
自
分
の
靴
に
貼
り
付
け
て
い
ま

し
た
。

霊O

本番さながらの放水翻練

た
の
も
し
い
消
防
薗
員

一期

ま
し
て
や
火
災
が
続
い
て
い
る
取
中

に
野
焼
き
を
す
る
人
が
い
る
の
は
残

念
な
こ
と
で
す
．
火
災
に
常
に
構
え

な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、
滴
防
腿

だ
け
で
な
く
、
私
た
云
儀
民
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

手
渡
さ
れ
た
反
尉
材
を
自
分
の
ク

ツ
に
は
り
つ
け
ま
し
た

鼓
夢
の
会

松
濤
園
へ
太
鼓
演
奏

　
七
月
鷲
揖
に
鼓
夢
の
会
の
予
供
た

ち
八
人
が
、
浦
醗
地
区
に
あ
る
巻
人

保
健
施
設
「
松
濤
園
』
に
太
鼓
演
奏

の
慰
闘
に
い
き
ま
し
た
．

　
こ
の
β
演
奏
し
た
の
は
、
総
碩
練

翼
し
て
い
る
「
輿
駒
幅
と
「
｝
鷺
鶴

太
鼓
」
で
、
お
年
密
り
を
移
動
さ
せ

る
の
は
可
哀
想
と
、
子
供
た
ち
が
二

踏
と
鷺
繕
の
食
堂
で
　
懸
ず
つ
太
鼓

の
演
奏
を
し
ま
し
た
．
太
鼓
の
粛
の

迫
力
に
、
感
動
し
て
涙
を
流
す
人
や
、

灘
い
す
で
子
供
た
ち
に
握
撃
を
求
め

る
お
年
欝
り
も
い
ま
し
た
、

　
子
供
た
ち
に
と
轄
て
も
良
い
経
験

に
な
っ
た
演
奏
会
で
し
た
。

欝

豪欝融箪網鍵

翻醸鑛灘
鞍

講錘
灘
欝

郡
中
野
球
大
会

　
翼
憂
を
慰
わ
せ
る
炎
天
ド
の
中
、

バ
月
二
十
鷺
に
溝
難
グ
’
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
郡
中
学
較
軟
式
野
球
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
中
学
校
の
野
球
部
は
、
牧

中
学
校
と
松
代
中
学
校
と
短
戦
し
ま

し
た
．
牧
中
学
校
と
の
試
含
は
、
序

盤
で
は
投
手
戦
と
な
り
、
、
｝
一
闘
ま
で

は
○
懸
○
の
緊
迫
し
た
試
禽
展
開
で

し
た
が
、
攻
繋
で
は
ち
ぐ
は
ぐ
し
た

ブ
レ
ー
が
目
立
ち
な
か
な
か
得
点
で

き
ま
ず
、
五
対
○
で
敗
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
，
続
く
松
代
串
学
校
と
の
試

舎
で
は
、
疲
れ
が
で
て
五
鐡
コ
ー
ル

ド
と
残
念
な
結
崇
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
．
こ
の
経
験
を
猛
か
し
、
翼

休
み
の
練
榊
に
励
み
、
秋
の
大
会
は

健
闘
し
て
く
だ
さ
い
。

蕩
校
生
へ
の

　
　
　
求
人
説
明
会

　
六
月
二
十
鴬
鷺
に
ふ
八
嵩
鰍
寺
｛
簡
｛
｛
原

「
希
望
館
㎏
に
お
い
て
松
之
山
蕎
校

焦
を
対
象
に
地
光
企
業
か
ら
求
人
説

明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
簸
初
に
烹
越
職
叢
安
定
勝
次
畏
よ

り
、
就
職
状
況
や
就
職
決
建
の
方
法

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
．
そ
の

後
、
町
内
企
業
か
ら
企
業
説
明
や
求

人
内
容
毒
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
．
徽
し
い
経
済
状
溌
の
中
、
採

用
予
建
な
し
の
企
叢
も
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
縫
叢
翼
の
隔
齢
化
に
伴
い

麟
い
労
働
ヵ
を
求
め
て
い
る
企
業
も

あ
り
ま
し
た
、

　
松
、
醗
、
、
一
年
生
二
十
八
人
申
、
就
職

を
稀
望
し
て
い
る
生
徒
は
八
人
で
す

が
、
大
学
・
奪
門
学
校
を
出
て
も
す

ぐ
厳
し
い
就
職
戦
線
が
控
え
て
る
た

め
磁
徒
は
熱
心
に
読
明
を
騨
い
て
い

ま
し
た
．

松
之
山
小
学
校
区
民

　
大
運
動
会

　
六
簿
志
ー
一
鑓
に
松
之
撫
小
学
校
に

お
い
て
松
之
由
小
学
校
区
民
大
運
動

会
が
．
樗
わ
れ
ま
し
た
．

　
餉
鷺
に
繭
が
降
り
、
闘
催
が
心
配

さ
し
れ
ま
し
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

砂
を
ま
い
て
整
備
さ
れ
た
会
場
は
、

水
た
ま
り
も
な
く
屋
外
で
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
小
学
焦
漿
童
の
学
葎
ご
と
に
短
距

離
溝
が
行
わ
れ
た
後
は
、
「
カ
ン
釣
っ

て
急
げ
〃
儲
り
物
競
癒
扁
や
「
一
発

遵
転
悔
「
は
ー
い
〃
宅
急
便
で
す
“
な

ど
の
興
昧
レ
…
ス
が
多
く
、
会
場
を

訪
れ
た
入
だ
れ
で
も
参
触
で
き
る
大

会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
心
醗
さ
れ

た
天
気
も
大
会
が
終
了
す
る
ま
で
な

ん
と
か
持
ち
、
会
場
は
終
譲
喚
舞
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

大
厳
寺
高
原
に

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
植
栽

　
轟
ハ
月
瓢
十
欝
…
鷺
は
大
厳
「
デ
㎜
ー
贈
糧

「
ば
ー
ど
が
ー
で
ん
一
横
に
お
い
て
、

町
縫
村
女
縦
グ
ル
ー
プ
と
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
み
な
さ
ん
十
二
名
紅
よ
り
、

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
濡
マ
↑
株
が
植
栽
さ

れ
ま
し
た
．

　
こ
れ
は
購
の
花
で
あ
る
シ
ラ
ネ
ア

ォ
イ
を
時
民
禽
て
の
人
に
箆
て
も
ら

お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
．
簸
は
嚇

之
勧
集
落
の
腐
沢
進
さ
ん
が
大
切
に

背
て
た
も
の
を
譲
り
受
け
た
も
の
で

す
。　

当
β
は
あ
い
に
く
の
爾
で
爾
翼
を

欝
て
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
丈

夫
に
膏
つ
て
ほ
し
も
の
で
す
。

爾の中捻O本ものシラネアオイが植えられました
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要
さ
が
認
識
さ

れ
ま
す
．

　
山
火
事
の
よ
う
な
火
災
は
、
乾
燥

し
て
風
の
あ
る
よ
う
な
跨
に
は
、
野

焼
き
を
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

…
…
…
圭
r
手
…
…
き
、
ぎ
乎
峯
、
き
｝
き
…
…
｛
…
…
…
i
§
…
…
…
～
…
｛
髪
，
峯
乗
ー
…
ー
ξ
等
キ
亨
…
き
…
ξ
ξ
…
…
i
…
…
…
…
…
…
多
…

…
｝
手
き
｝
｝
…
霊
し

高
齢
者

　
交
通
安
全
教
室

　
六
月
、
．
駈
八
類
に
松
難
地
区
に
あ

る
老
入
懇
い
の
象
に
お
い
て
、
．
岡
齢

蓋
交
通
安
全
教
鰹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
窯
は
、
天
水
越
集
落
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
「
老
友
ク
ラ
ブ
偏
が
内

田
駐
在
勝
長
を
講
師
に
行
わ
れ
た
も

の
で
、
五
十
名
を
超
え
る
お
年
欝
り

が
参
撫
し
ま
し
た
．

　
こ
の
麗
は
、
大
地
の
、
寛
術
祭
な
ど

の
大
き
な
イ
ベ
、
ノ
ト
が
糊
催
さ
れ
交

通
齪
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
今
園
の
交
通
安
全
教
灘
と

な
り
ま
し
た
．

　
内
田
駐
荏
厳
長
か
ら
鞭
近
の
交
通

事
敏
の
状
祝
を
闘
い
た
後
、
交
通
事

故
の
恐
ろ
し
さ
を
異
体
的
に
教
え
る

ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
．
そ
の
後
、

内
鑓
さ
ん
よ
り
参
燐
潔
全
藪
に
反
雛

柑
が
手
渡
さ
れ
、
す
ぐ
そ
の
場
で
皆

さ
ん
自
分
の
靴
に
貼
り
付
け
て
い
ま

し
た
。

霊O

本番さながらの放水翻練

た
の
も
し
い
消
防
薗
員

一期

ま
し
て
や
火
災
が
続
い
て
い
る
取
中

に
野
焼
き
を
す
る
人
が
い
る
の
は
残

念
な
こ
と
で
す
．
火
災
に
常
に
構
え

な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、
滴
防
腿

だ
け
で
な
く
、
私
た
云
儀
民
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

手
渡
さ
れ
た
反
尉
材
を
自
分
の
ク

ツ
に
は
り
つ
け
ま
し
た

鼓
夢
の
会

松
濤
園
へ
太
鼓
演
奏

　
七
月
鷲
揖
に
鼓
夢
の
会
の
予
供
た

ち
八
人
が
、
浦
醗
地
区
に
あ
る
巻
人

保
健
施
設
「
松
濤
園
』
に
太
鼓
演
奏

の
慰
闘
に
い
き
ま
し
た
．

　
こ
の
β
演
奏
し
た
の
は
、
総
碩
練

翼
し
て
い
る
「
輿
駒
幅
と
「
｝
鷺
鶴

太
鼓
」
で
、
お
年
密
り
を
移
動
さ
せ

る
の
は
可
哀
想
と
、
子
供
た
ち
が
二

踏
と
鷺
繕
の
食
堂
で
　
懸
ず
つ
太
鼓

の
演
奏
を
し
ま
し
た
．
太
鼓
の
粛
の

迫
力
に
、
感
動
し
て
涙
を
流
す
人
や
、

灘
い
す
で
子
供
た
ち
に
握
撃
を
求
め

る
お
年
欝
り
も
い
ま
し
た
、

　
子
供
た
ち
に
と
轄
て
も
良
い
経
験

に
な
っ
た
演
奏
会
で
し
た
。

欝

豪欝融箪網鍵

翻醸鑛灘
鞍

講錘
灘
欝

郡
中
野
球
大
会

　
翼
憂
を
慰
わ
せ
る
炎
天
ド
の
中
、

バ
月
二
十
鷺
に
溝
難
グ
’
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
郡
中
学
較
軟
式
野
球
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
中
学
校
の
野
球
部
は
、
牧

中
学
校
と
松
代
中
学
校
と
短
戦
し
ま

し
た
．
牧
中
学
校
と
の
試
含
は
、
序

盤
で
は
投
手
戦
と
な
り
、
、
｝
一
闘
ま
で

は
○
懸
○
の
緊
迫
し
た
試
禽
展
開
で

し
た
が
、
攻
繋
で
は
ち
ぐ
は
ぐ
し
た

ブ
レ
ー
が
目
立
ち
な
か
な
か
得
点
で

き
ま
ず
、
五
対
○
で
敗
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
，
続
く
松
代
串
学
校
と
の
試

舎
で
は
、
疲
れ
が
で
て
五
鐡
コ
ー
ル

ド
と
残
念
な
結
崇
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
．
こ
の
経
験
を
猛
か
し
、
翼

休
み
の
練
榊
に
励
み
、
秋
の
大
会
は

健
闘
し
て
く
だ
さ
い
。

蕩
校
生
へ
の

　
　
　
求
人
説
明
会

　
六
月
二
十
鴬
鷺
に
ふ
八
嵩
鰍
寺
｛
簡
｛
｛
原

「
希
望
館
㎏
に
お
い
て
松
之
山
蕎
校

焦
を
対
象
に
地
光
企
業
か
ら
求
人
説

明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
簸
初
に
烹
越
職
叢
安
定
勝
次
畏
よ

り
、
就
職
状
況
や
就
職
決
建
の
方
法

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
．
そ
の

後
、
町
内
企
業
か
ら
企
業
説
明
や
求

人
内
容
毒
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
．
徽
し
い
経
済
状
溌
の
中
、
採

用
予
建
な
し
の
企
叢
も
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
縫
叢
翼
の
隔
齢
化
に
伴
い

麟
い
労
働
ヵ
を
求
め
て
い
る
企
業
も

あ
り
ま
し
た
、

　
松
、
醗
、
、
一
年
生
二
十
八
人
申
、
就
職

を
稀
望
し
て
い
る
生
徒
は
八
人
で
す

が
、
大
学
・
奪
門
学
校
を
出
て
も
す

ぐ
厳
し
い
就
職
戦
線
が
控
え
て
る
た

め
磁
徒
は
熱
心
に
読
明
を
騨
い
て
い

ま
し
た
．

松
之
山
小
学
校
区
民

　
大
運
動
会

　
六
簿
志
ー
一
鑓
に
松
之
撫
小
学
校
に

お
い
て
松
之
由
小
学
校
区
民
大
運
動

会
が
．
樗
わ
れ
ま
し
た
．

　
餉
鷺
に
繭
が
降
り
、
闘
催
が
心
配

さ
し
れ
ま
し
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

砂
を
ま
い
て
整
備
さ
れ
た
会
場
は
、

水
た
ま
り
も
な
く
屋
外
で
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
小
学
焦
漿
童
の
学
葎
ご
と
に
短
距

離
溝
が
行
わ
れ
た
後
は
、
「
カ
ン
釣
っ

て
急
げ
〃
儲
り
物
競
癒
扁
や
「
一
発

遵
転
悔
「
は
ー
い
〃
宅
急
便
で
す
“
な

ど
の
興
昧
レ
…
ス
が
多
く
、
会
場
を

訪
れ
た
入
だ
れ
で
も
参
触
で
き
る
大

会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
心
醗
さ
れ

た
天
気
も
大
会
が
終
了
す
る
ま
で
な

ん
と
か
持
ち
、
会
場
は
終
譲
喚
舞
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

大
厳
寺
高
原
に

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
植
栽

　
轟
ハ
月
瓢
十
欝
…
鷺
は
大
厳
「
デ
㎜
ー
贈
糧

「
ば
ー
ど
が
ー
で
ん
一
横
に
お
い
て
、

町
縫
村
女
縦
グ
ル
ー
プ
と
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
み
な
さ
ん
十
二
名
紅
よ
り
、

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
濡
マ
↑
株
が
植
栽
さ

れ
ま
し
た
．

　
こ
れ
は
購
の
花
で
あ
る
シ
ラ
ネ
ア

ォ
イ
を
時
民
禽
て
の
人
に
箆
て
も
ら

お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
．
簸
は
嚇

之
勧
集
落
の
腐
沢
進
さ
ん
が
大
切
に

背
て
た
も
の
を
譲
り
受
け
た
も
の
で

す
。　

当
β
は
あ
い
に
く
の
爾
で
爾
翼
を

欝
て
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
丈

夫
に
膏
つ
て
ほ
し
も
の
で
す
。

爾の中捻O本ものシラネアオイが植えられました
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「
ー
ー
ー

事
業
内
容

　
　
　
　
　
7
／
給
～
8
／
格

顧
聞
熟
例
劃
鰍
麹

　
今
年
も
町
民
プ
ー
ル
の
一
般
開
放

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
ご
塚

旗
や
お
友
達
で
ご
樹
爆
く
だ
さ
い
。

＊
松
之
山
町
罠
プ
ー
ル

▼
期
臼
7
月
－
沼
～
8
鍔
2
5
β

▼
時
閥
　
午
蔚
勤
o
蒔
～
午
後
5
時

＊
三
省
プ
嚢
ル
・
棄
期
プ
糞
ル

▼
期
β
7
月
器
譲
～
8
月
器
β

▼
時
間
　
午
後
i
時
～
午
後
4
時

毒
奪
釧
朗
研
劉

　
　
　
（
楽
し
い
登
幽
）

　
米
山
の
山
須
を
め
ざ
し
て
、
登
山

で
心
地
よ
い
汗
を
漉
し
て
み
ま
せ
ん

か
。▼

期
臼
　
7
月
2
3
鷺
（
臼
〉

▼
時
間
午
蔚
6
時
鋤
分
～

▼
場
漸
　
体
養
村
セ
ン
タ
ー
に
集
禽

▼
案
内
　
井
上
幸
夫
（
公
民
館
）

晦
儀
室
…
□
』

▼
会
場
農
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
舗
　
窩
橋
美
智
子
（
松
代
町
）

「
ー
チ
…
i
ー

　
電
動
ロ
ク
貰
を
使
っ
て
、
大
き
な

作
贔
に
桃
戦
し
ま
し
ょ
う
．

▼
期
臼
　
7
月
認
揖
（
金
）

　
　
　
　
8
月
4
沼
（
金
）

▼
時
間
　
午
後
6
隣
3
0
分
～

　
　
　
　
　
午
後
9
時
鉤
分

▼
会
場
　
自
然
休
養
柑
セ
ン
タ
ー

▼
講
筋
　
蕩
野
清
｝
郎

　
く
能
生
町
立
中
能
生
小
学
校
教
頭
）

鷹
麟
劇
］

「
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第25画町驚湯鳥汰運動会
　　（発る洋、愚凝あう必む爆く鐙）

ス承一ツ1こ親しみ健康な繍を作賜ましょう1

　　9時7月30臼（鋤午前8：30分～
　　場筋　町民グラウンド

　装いも新たに、町艮湯鳥大運動会になって、今年が

2度目の簾催、伝統あるこの大会がますます時民の身

近なスポーツの祭典となりますように、できるだけ多

くの皆さんの参頒をお、顯いいたします、今年のオー

プニングセレモニーは、松之山中学校ブラスバンド部

のみなさんの演奏です．

　
作
陶
の
基
磯
を
マ
ス
タ
｝
し
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
撮
を
作
り
ま
し
よ

う
。
　
（
湯
鳥
大
挙
受
購
奢
の
み
対
激

で
す
．
〉

霊2

　
レ
ッ
ツ
ー
ダ
、
ノ
ス
…
老
著
男
女
、

み
ん
な
で
楽
し
く
ダ
ン
ス
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

▼
期
鼠
　
7
月
2
5
繍
〈
火
〉

　
　
　
　
8
月
8
β
（
火
）

▼
時
間
　
午
後
7
時
3
0
分
～

▼
期
臼

▼
時
間

▼
場
筋

▼
講
廉

8．

月
3
β
（
木
）

午
崩
1
0
時
3
0
分
～

　
　
午
後
三
時
3
0
分

霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

蕩
野
清
｝
郎

　
（
能
盤
町
黛
中
能
生
小
学
校
教
頭
）

鳳
陪
教
周
］

　
8
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
窯
は
ぎ
二
ー

ル
プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
ー
届
で
す
、

▼
期
臼
　
8
月
9
欝
（
水
）

▼
時
闘
　
午
麟
9
時
～
員
時

▽
会
場
町
幾
体
欝
館

歴
史
探
訪
バ
ス
旅
行

　
　
　
（
文
化
財
更
跡
探
訪
〉

　
毎
罫
実
施
し
て
い
る
「
歴
壷
探
訪

β
帰
り
旅
行
恥
で
す
。
今
年
は
歴
史

の
町
、
柏
縞
市
の
史
跡
を
巡
り
ま
す
。

〈
見
学
先
〉

　
綾
子
舞
会
館
、
箆
麓
嶋
城
跡
、
市

立
博
物
餓
、
陣
屋
跡
、
番
神
堂
な
ど

▼
期
臼

▼
時
聞

▼
場
勝

▼
経
費

8
月
憩
矯
（
木
）

午
鹸
8
時
3
0
分
～

　
　
午
後
5
時
蔦
分

休
養
粒
セ
・
、
ー
タ
ー
に
集
合

入
餓
料
、
餐
食
代
・
実
費

▼
案
内
　
村
山
悦
夫

　
　
　
　
（
教
会
教
脊
指
導
員
）

▼
定
員
鐙
名

＊
案
内
園
覧
後
、
お
卑
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

　
焉
年
以
上
に
渡
り
、
松
之
山
を
撮

り
続
け
て
い
る
写
輿
家
、
矢
澤
晴
夫

の
寧
真
展
。

▽
期
段
8
月
澱
霞
～
賂
臼

▼
時
閲
午
潮
9
時
～

　
　
　
　
　
　
午
後
6
時

▼
会
場
　
自
然
休
養
料
セ
ン
タ
…

　
　
ト

　
　
ツ

　
　
ポ

な
ス

新
観

山松

ヱ早シ②画圖
ノ￥

　
七
錫
．
鑓
に
黒
愈
地
内
お
ふ
く
ろ

館
嚢
の
棚
磁
に
ハ
ー
ブ
園
「
エ
デ
ン

の
棚
醗
恥
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
エ
デ
ン
の
棚
紹
は
、
休
耕
鐡
を

な
ん
と
か
活
用
で
き
な
い
も
の
か
と
、

黒
倉
叢
催
の
静
勢
谷
さ
ん
を
中
心
に

麟
繊
ハ
ー
ブ
の
会
篇
窯
・
客
に
よ

り
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
三
牽
ア
ー

ル
の
棚
顯
に
約
蒼
菰
十
種
類
の
ハ
ー

ブ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
黛
葎
蔚
よ
り
棚
磁
の
造
成
を
開
嫡
。

夏
の
水
不
是
な
ど
を
乗
り
越
え
な
が

ら
、
よ
う
や
く
の
オ
ー
プ
ン
と
な
り

ま
し
た
．
ま
だ
、
完
成
と
ま
で
は
い

き
ま
せ
ん
が
、
ハ
ー
ブ
が
も
っ
と
駕

い
茂
っ
て
く
る
と
、
鮭
畔
を
倉
め
て

棚
顧
全
て
が
ハ
ー
ブ
の
公
園
と
な
り

ま
す
．

、
・

鞍
叢

シリーズ広域広報

東頸城
　ふるさと晃て渉記・
浦川原栂

上越随一の規模を誇る

　　由本ブドウ園へどうぞ

　
今
月
は
、
浦
川
原
村
か
ら
山
本
ブ

ド
ウ
園
を
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
の
線

舎
が
簗
催
す
る
ブ
ド
ウ
祭
り
を
ご
案

内
し
茨
す
。

　
山
奉
ブ
ド
ウ
園
は
、
蕩
禽
に
位
置

し
広
さ
は
九
診
。
約
三
十
件
の
直
売

所
が
軒
を
速
ね
る
上
越
縫
㎜
の
幾
模

を
纏
り
ま
す
．

　
こ
の
ブ
ド
ウ
園
の
特
産
は
、
種
な

し
の
マ
ス
カ
ッ
ト
ベ
リ
ー
A
。
豊
か

な
土
壌
に
脊
ま
れ
た
ブ
ド
ウ
を
ほ
お

張
れ
ば
、
口
｝
杯
に
芳
酵
な
賛
さ
が

広
が
り
、
さ
ら
に
も
ぎ
た
て
だ
か
ら

こ
そ
の
新
鱗
練
は
格
別
で
す
、

　
こ
の
直
売
所
で
総
織
す
る
撫
塞
ブ

ド
ウ
組
合
で
は
、
簸
盛
期
を
迎
え
る

八
月
の
簸
終
鷺
曜
9
に
、
秋
の
瞭
覚

を
存
分
に
味
わ
い
な
が
ら
｝
鶏
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
「
山
本
ブ
ド
ウ
祭

り
扇
を
闘
催
し
ま
す
。

　
こ
の
ブ
ド
ウ
祭
の
内
容
は
、
今
の

と
こ
ろ
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
例

年
で
す
と
ブ
ド
ウ
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
や
ブ
ド
ウ
の
幕
食
い
大
会
、

豪
華
賞
融
の
蝿
た
る
抽
選
会
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
．
ま
た
、
メ
イ
ン

会
場
と
な
る
展
望
禽
広
場
で
は
、
ブ

ド
ウ
が
｝
割
引
で
販
売
さ
れ
ま
す
、

ご
家
族
や
仲
閥
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
山
本
ブ
ド
ウ
園
は
、
八
月

中
旬
頃
に
開
園
す
る
見
込
み
で
す
．

ご
来
園
く
だ
さ
い
。

【
山
奉
ブ
ド
ウ
園
｝

　
会
場
　
展
望
禽
広
場

　
醐
催
欝
時

　
　
八
月
二
十
七
鷺
（
β
）
の
午
鹸

　
　
十
時
か
ら
午
後
二
時
黒
十
分
ま

　
　
で
の
予
建
で
す
。

無
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ゆとりくん

「
ー
ー
ー

事
業
内
容

　
　
　
　
　
7
／
給
～
8
／
格

顧
聞
熟
例
劃
鰍
麹

　
今
年
も
町
民
プ
ー
ル
の
一
般
開
放

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
ご
塚

旗
や
お
友
達
で
ご
樹
爆
く
だ
さ
い
。

＊
松
之
山
町
罠
プ
ー
ル

▼
期
臼
7
月
－
沼
～
8
鍔
2
5
β

▼
時
閥
　
午
蔚
勤
o
蒔
～
午
後
5
時

＊
三
省
プ
嚢
ル
・
棄
期
プ
糞
ル

▼
期
β
7
月
器
譲
～
8
月
器
β

▼
時
間
　
午
後
i
時
～
午
後
4
時

毒
奪
釧
朗
研
劉

　
　
　
（
楽
し
い
登
幽
）

　
米
山
の
山
須
を
め
ざ
し
て
、
登
山

で
心
地
よ
い
汗
を
漉
し
て
み
ま
せ
ん

か
。▼

期
臼
　
7
月
2
3
鷺
（
臼
〉

▼
時
間
午
蔚
6
時
鋤
分
～

▼
場
漸
　
体
養
村
セ
ン
タ
ー
に
集
禽

▼
案
内
　
井
上
幸
夫
（
公
民
館
）

晦
儀
室
…
□
』

▼
会
場
農
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
舗
　
窩
橋
美
智
子
（
松
代
町
）

「
ー
チ
…
i
ー

　
電
動
ロ
ク
貰
を
使
っ
て
、
大
き
な

作
贔
に
桃
戦
し
ま
し
ょ
う
．

▼
期
臼
　
7
月
認
揖
（
金
）

　
　
　
　
8
月
4
沼
（
金
）

▼
時
間
　
午
後
6
隣
3
0
分
～

　
　
　
　
　
午
後
9
時
鉤
分

▼
会
場
　
自
然
休
養
柑
セ
ン
タ
ー

▼
講
筋
　
蕩
野
清
｝
郎

　
く
能
生
町
立
中
能
生
小
学
校
教
頭
）

鷹
麟
劇
］

「
…
…
｝
…
き
…
i
…
…
…
！
…
｛
，
多
…
ξ
…
｝
多
E
き
｝
き
｝
き
多
手
・
手
多
ξ
き
き
多
チ
き
i
｝
i
§
…
…
…

第25画町驚湯鳥汰運動会
　　（発る洋、愚凝あう必む爆く鐙）

ス承一ツ1こ親しみ健康な繍を作賜ましょう1

　　9時7月30臼（鋤午前8：30分～
　　場筋　町民グラウンド

　装いも新たに、町艮湯鳥大運動会になって、今年が

2度目の簾催、伝統あるこの大会がますます時民の身

近なスポーツの祭典となりますように、できるだけ多

くの皆さんの参頒をお、顯いいたします、今年のオー

プニングセレモニーは、松之山中学校ブラスバンド部

のみなさんの演奏です．

　
作
陶
の
基
磯
を
マ
ス
タ
｝
し
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
撮
を
作
り
ま
し
よ

う
。
　
（
湯
鳥
大
挙
受
購
奢
の
み
対
激

で
す
．
〉

霊2

　
レ
ッ
ツ
ー
ダ
、
ノ
ス
…
老
著
男
女
、

み
ん
な
で
楽
し
く
ダ
ン
ス
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

▼
期
鼠
　
7
月
2
5
繍
〈
火
〉

　
　
　
　
8
月
8
β
（
火
）

▼
時
間
　
午
後
7
時
3
0
分
～

▼
期
臼

▼
時
間

▼
場
筋

▼
講
廉

8．

月
3
β
（
木
）

午
崩
1
0
時
3
0
分
～

　
　
午
後
三
時
3
0
分

霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

蕩
野
清
｝
郎

　
（
能
盤
町
黛
中
能
生
小
学
校
教
頭
）

鳳
陪
教
周
］

　
8
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
窯
は
ぎ
二
ー

ル
プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
ー
届
で
す
、

▼
期
臼
　
8
月
9
欝
（
水
）

▼
時
闘
　
午
麟
9
時
～
員
時

▽
会
場
町
幾
体
欝
館

歴
史
探
訪
バ
ス
旅
行

　
　
　
（
文
化
財
更
跡
探
訪
〉

　
毎
罫
実
施
し
て
い
る
「
歴
壷
探
訪

β
帰
り
旅
行
恥
で
す
。
今
年
は
歴
史

の
町
、
柏
縞
市
の
史
跡
を
巡
り
ま
す
。

〈
見
学
先
〉

　
綾
子
舞
会
館
、
箆
麓
嶋
城
跡
、
市

立
博
物
餓
、
陣
屋
跡
、
番
神
堂
な
ど

▼
期
臼

▼
時
聞

▼
場
勝

▼
経
費

8
月
憩
矯
（
木
）

午
鹸
8
時
3
0
分
～

　
　
午
後
5
時
蔦
分

休
養
粒
セ
・
、
ー
タ
ー
に
集
合

入
餓
料
、
餐
食
代
・
実
費

▼
案
内
　
村
山
悦
夫

　
　
　
　
（
教
会
教
脊
指
導
員
）

▼
定
員
鐙
名

＊
案
内
園
覧
後
、
お
卑
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

　
焉
年
以
上
に
渡
り
、
松
之
山
を
撮

り
続
け
て
い
る
写
輿
家
、
矢
澤
晴
夫

の
寧
真
展
。

▽
期
段
8
月
澱
霞
～
賂
臼

▼
時
閲
午
潮
9
時
～

　
　
　
　
　
　
午
後
6
時

▼
会
場
　
自
然
休
養
料
セ
ン
タ
…

　
　
ト

　
　
ツ

　
　
ポ

な
ス

新
観

山松

ヱ早シ②画圖
ノ￥

　
七
錫
．
鑓
に
黒
愈
地
内
お
ふ
く
ろ

館
嚢
の
棚
磁
に
ハ
ー
ブ
園
「
エ
デ
ン

の
棚
醗
恥
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
エ
デ
ン
の
棚
紹
は
、
休
耕
鐡
を

な
ん
と
か
活
用
で
き
な
い
も
の
か
と
、

黒
倉
叢
催
の
静
勢
谷
さ
ん
を
中
心
に

麟
繊
ハ
ー
ブ
の
会
篇
窯
・
客
に
よ

り
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
三
牽
ア
ー

ル
の
棚
顯
に
約
蒼
菰
十
種
類
の
ハ
ー

ブ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
黛
葎
蔚
よ
り
棚
磁
の
造
成
を
開
嫡
。

夏
の
水
不
是
な
ど
を
乗
り
越
え
な
が

ら
、
よ
う
や
く
の
オ
ー
プ
ン
と
な
り

ま
し
た
．
ま
だ
、
完
成
と
ま
で
は
い

き
ま
せ
ん
が
、
ハ
ー
ブ
が
も
っ
と
駕

い
茂
っ
て
く
る
と
、
鮭
畔
を
倉
め
て

棚
顧
全
て
が
ハ
ー
ブ
の
公
園
と
な
り

ま
す
．

、
・

鞍
叢

シリーズ広域広報

東頸城
　ふるさと晃て渉記・
浦川原栂

上越随一の規模を誇る

　　由本ブドウ園へどうぞ

　
今
月
は
、
浦
川
原
村
か
ら
山
本
ブ

ド
ウ
園
を
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
の
線

舎
が
簗
催
す
る
ブ
ド
ウ
祭
り
を
ご
案

内
し
茨
す
。

　
山
奉
ブ
ド
ウ
園
は
、
蕩
禽
に
位
置

し
広
さ
は
九
診
。
約
三
十
件
の
直
売

所
が
軒
を
速
ね
る
上
越
縫
㎜
の
幾
模

を
纏
り
ま
す
．

　
こ
の
ブ
ド
ウ
園
の
特
産
は
、
種
な

し
の
マ
ス
カ
ッ
ト
ベ
リ
ー
A
。
豊
か

な
土
壌
に
脊
ま
れ
た
ブ
ド
ウ
を
ほ
お

張
れ
ば
、
口
｝
杯
に
芳
酵
な
賛
さ
が

広
が
り
、
さ
ら
に
も
ぎ
た
て
だ
か
ら

こ
そ
の
新
鱗
練
は
格
別
で
す
、

　
こ
の
直
売
所
で
総
織
す
る
撫
塞
ブ

ド
ウ
組
合
で
は
、
簸
盛
期
を
迎
え
る

八
月
の
簸
終
鷺
曜
9
に
、
秋
の
瞭
覚

を
存
分
に
味
わ
い
な
が
ら
｝
鶏
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
「
山
本
ブ
ド
ウ
祭

り
扇
を
闘
催
し
ま
す
。

　
こ
の
ブ
ド
ウ
祭
の
内
容
は
、
今
の

と
こ
ろ
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
例

年
で
す
と
ブ
ド
ウ
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
や
ブ
ド
ウ
の
幕
食
い
大
会
、

豪
華
賞
融
の
蝿
た
る
抽
選
会
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
．
ま
た
、
メ
イ
ン

会
場
と
な
る
展
望
禽
広
場
で
は
、
ブ

ド
ウ
が
｝
割
引
で
販
売
さ
れ
ま
す
、

ご
家
族
や
仲
閥
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
山
本
ブ
ド
ウ
園
は
、
八
月

中
旬
頃
に
開
園
す
る
見
込
み
で
す
．

ご
来
園
く
だ
さ
い
。

【
山
奉
ブ
ド
ウ
園
｝

　
会
場
　
展
望
禽
広
場

　
醐
催
欝
時

　
　
八
月
二
十
七
鷺
（
β
）
の
午
鹸

　
　
十
時
か
ら
午
後
二
時
黒
十
分
ま

　
　
で
の
予
建
で
す
。

無
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①
寸
卜
1

お知らせ一

松之山町役場　鶯6一一綴3王

9

翻
馴
剰
ー
，
，

　
懸
潟
県
警
察
で
は
、
若
さ
と
傭
熱

に
あ
ふ
れ
た
警
察
宮
を
葬
集
し
て
い

ま
す
。
県
民
の
生
活
を
守
る
罷
義
感

あ
ふ
れ
る
若
煮
を
募
集
し
ま
す
、

採
用
予
定
人
員

　
男
性
警
察
宮
　
蔦
名
程
度

　
女
性
警
察
官
　
赫
登
干
名

受
験
資
格

　
昭
秘
娼
琿
4
月
2
紹
か
ら
昭
秘
灘

　
葎
4
月
1
沼
ま
で
に
生
ま
れ
た
潔

　
（
大
学
卒
業
麿
以
外
）

受
付
期
問

　
7
月
4
霞
～
8
月
懲
β

第
遷
次
試
験

　
9
月
η
段
（
猶
）

試
験
会
場

　
覇
潟
県
庁

　
長
岡
高
等
学
校

　
直
江
津
腐
等
学
校

お
問
い
合
わ
せ

　
安
塚
警
察
署
　
費
2
－
0
王
1
0

齋劉刷…
採
繕
予
定
　
消
防
士
4
入
程
度

受
験
資
格

上
級
〈
！
名
以
上
）

　
昭
秘
50
年
4
月
2
磁
以
降
に
生
ま

　
れ
た
煮
で
、
学
校
教
膏
法
に
よ
る

　
大
学
を
卒
業
し
た
奢
又
は
平
成
B

　
年
3
月
綴
猿
ま
で
に
卒
業
晃
込
み

　
の
煮
（
単
成
欝
隼
4
月
玉
旧
親
荏

　
2
5
歳
以
下
の
春
）

初
級
（
1
名
以
上
〉

　
昭
頼
5
0
年
4
月
2
鷺
以
降
に
焼
ま

　
れ
た
煮
で
、
学
校
教
費
法
に
よ
る

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
警
（
短
期

　
大
学
等
の
L
位
の
学
校
卒
薬
毒
又

　
は
登
学
毒
を
禽
む
）
又
は
、
竪
成
捻

　
葎
3
月
綴
β
ま
で
に
楽
業
晃
込
み

　
の
奢
（
、
平
成
錦
年
4
月
1
繕
現
荏

　
2
5
歳
以
下
の
蓋
）

①
身
体
強
健
な
麿
で
、
襖
力
は
醐
眼

　
の
場
念
0
・
8
以
上
、
工
眼
の
場

　
念
そ
れ
ぞ
れ
0
・
5
以
上
（
矯
正

　
視
力
可
）
で
蝕
神
正
常
な
蓄

②
十
欝
町
地
域
広
域
事
務
組
合
管
内

　
（
十
黛
町
市
、
傾
繭
町
、
津
繭
町
、

　
中
羅
村
、
松
代
町
、
松
之
由
町
）

に
罵
住
可
能
な
奮

受
験
申
込
書

　
松
之
山
分
遣
所
に
用
慧
し
て
あ
り

　
ま
す
。

申
込
受
付
期
闘

　
7
月
3
鷺
か
ら
7
月
綴
獄

お
問
い
含
せ

　
十
鷺
時
地
域
広
域
箏
務
組
舎

　
費
0
2
5
7
－
5
7
－
1
5
5
6

［獣
医
麟
の
採
馬
募
集

採
常
予
定
職
種

　
獣
墜
師
　
王
名

受
験
資
格

①
昭
和
弱
年
4
月
2
銀
以
降
に
生
ま

　
れ
た
奢
（
平
成
捻
年
4
月
1
臼
現

　
窪
3
0
歳
以
下
の
巌
）
で
獣
鷹
師
の

　
免
許
・
取
得
毒
又
は
馨
成
⑫
年
度
に

　
行
わ
れ
る
獣
医
師
圃
家
試
験
に
よ

　
り
免
午
取
得
見
込
み
の
煮

⑦
↑
濤
町
地
域
広
域
事
務
組
合
管
内

　
（
十
購
町
市
、
絹
茜
跡
、
津
南
町
、

　
中
墨
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
）

　
に
層
住
可
能
な
蓄

試
験
方
法

　
教
養
試
験
・
面
接
・
身
体
検
糞

受
験
申
込
書

　
松
之
山
分
遣
断
に
用
思
し
て
あ
り

　
ま
す
．

申
込
受
付
期
闘

　
7
月
3
欝
か
ら
7
月
綴
紹

お
問
い
合
せ

　
牽
獄
町
地
域
広
域
箏
務
組
雪

　
僧
G
2
5
7
－
5
7
…
1
5
5
6

｝

ミ

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

貨
時
　
慧
月
1
2
鷺
（
臼
）

　
　
　
午
繭
沁
時
か
ら
胤
午

会
場

　
上
・
中
・
下
越
地
域
に
設
置
し
た

　
会
場
と
な
り
、
受
験
票
に
記
載
さ

　
れ
ま
す
、

受
験
資
格

　
保
健
・
編
緻
・
躍
療
に
関
す
る
岡

　
家
資
格
等
を
持
ち
、
そ
の
業
務
で

　
5
葎
以
上
の
従
事
経
験
が
必
要
で

　
す
。
詳
し
く
は
県
庁
介
護
保
険
塞

　
に
お
閥
い
舎
わ
せ
く
だ
さ
い
．

受
験
願
書

①
醍
籏

　
8
月
m
摂
（
木
）

　
　
　
　
～
9
月
2
0
鎖
（
水
）

②厳扱場．

所

　
新
潟
県
庁
蔑
齢
編
轍
保
健
謙

　
　
　
　
介
護
保
険
雛
（
盤
階
）

⑧
取
り
霧
せ
方
法

　
藏
接
出
晦
く
か
、
郵
送
（
2
7
0

　
円
切
甲
を
貼
付
し
た
A
2
版
が
入

　
る
角
2
サ
イ
ズ
の
返
信
電
封
筒
を

　
尚
封
）
に
よ
り
依
頼

憂
験
串
込

①
受
樗
期
間

　
9
月
三
g
（
金
）

　
　
　
　
～
9
月
2
0
懸
（
水
）

　
　
当
濤
滴
印
鞍
効

②
申
込
方
法

　
郵
送
（
簡
易
霧
留
）
又
は
持
参

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　
〒
9
5
0
－
8
5
7
0

　
新
潟
県
鷺
．
岡
齢
禰
祉
保
健
繰

　
　
　
　
介
護
保
険
寵
（
捻
階
）

　
費
0
2
5
－
2
8
5
－
5
5
1
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
2
5
2
8

尋
薦
か
ら
の
藝
せ

　
新
潟
労
働
馬
に
懲
総
合
労
働
相
談

窓
鷺
“
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
労

働
闘
題
で
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い

か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
と
き
は
、
．
戴

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

総
合
労
働
相
談
窓
爲

　
費
0
2
5
－
2
3
4
－
5
3
5
3

　
　
　
新
潟
労
働
局
総
務
部
企
醐
窺

『
　
1
1
吉
、
…
i
i
…
旨
§
甲
曜
』
…
i
筆
筆
P
羊
…
等
i
…
ξ
ロ
薯
戸
i
；
…
チ
・
…
星
罹
　
i
旨
，
箏

　
U
タ
書
ン

　
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
U
タ
ー
ン

就
職
鯖
望
の
方
、
地
光
で
求
職
中
の

方
な
ど
を
対
象
に
「
U
タ
ー
ン
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
“
を
絹
催
し
ま
す
．

　
学
生
・
祇
会
人
の
方
を
悶
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
お
無
軽
に
お
患
か
け
く

だ
さ
い
．

日
時
　
8
月
捻
嬢
（
土
）

　
　
　
午
離
鐙
時
～
午
後
3
時
3
Q
分

場
勝
　
上
越
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

内
容

！4

　
企
業
懇
談
（
約
4
0
祇
参
撫
予
、
罵
）
・

　
企
業
惰
報
、
求
人
憐
報
の
提
供
・

　
職
業
櫓
談

お
澗
い
合
わ
せ

　
ハ
獄
ー
ワ
…
ク
上
越

　
僧
0
2
5
5
－
2
3
－
6
王
2
三

マ
創
鰭
欄
，

　
鍼
日
の
暮
ら
し
の
申
で
、
役
勝
や

公
隣
な
ど
が
行
っ
て
い
る
種
事
に
つ

い
て
の
著
構
や
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん

か
．
家
薩
内
の
も
め
ご
と
、
そ
の
勉

人
権
問
題
で
お
囲
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

β
時
　
7
月
綿
撫
（
水
）

　
　
　
午
麟
鐙
時
～
午
後
3
時

場
駈
　
自
然
休
養
繕
管
理
セ
ン
タ
ー

損
談
掘
当
者

　
　
　
法
務
周
職
員

鰯
許
し
タ

“
写
9ぜ

、
で
．

　
　
　
人
権
擁
護
婁
貴

　
　
　
行
政
相
談
貴

頴
馴
ん
で
も
相
談
会

　
労
働
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
応

じ
ま
す
。

◇
残
業
し
て
も
手
当
て
が
で
な
い
．

◇
突
然
解
雇
さ
れ
た
。

◇
職
場
で
の
嫌
が
ら
せ
、
セ
ク
ハ
ラ

　
等
で
悩
ん
で
い
る
。

◇
祇
会
保
険
・
雇
罵
保
険

◇
給
料
を
払
っ
て
く
れ
な
い
、

◇
そ
の
飽
労
働
に
溺
す
る
こ
と
は
な

　
ん
で
も

β
時
7
月
器
撮
釜
）

　
　
　
午
繭
⑳
時
～
午
後
7
聴

場
筋
　
上
越
市
藤
野
新
照
漏
ー
玉

　
　
　
上
越
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

相
談
方
法

　
導
門
家
が
直
接
相
談
に
応
じ
濠
す
。

　
電
誕
相
談
で
も
結
構
で
す
．

　
3
～
k

　
　
　
　
　
　
＾
○
、
雛
．
．

ぞ
巻
　
へ
Q
．
．
饅
．

霧
雰

難
ー

　
　
戸

　
Z

費
0
2
5
5
－
4
3
－
2
9
0
9

お
聞
い
合
わ
せ

　
烹
越
労
政
事
務
勝

　
費
0
2
5
5
－
2
6
－
6
王
工
0

醐…
…
…
｝
髪
多
圭
■
筆
養
…
…
手
ー
｝
｝
…
…
重

市
民
て
ん
か
ん
講
座

　
病
無
の
て
ん
か
ん
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に
て
ん
か
ん
講
座

を
醐
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

β
時
　
9
肩
憩
摂
（
欝
）

　
　
　
　
　
　
午
後
玉
時
よ
り

会
場
　
上
越
帯
薦
城
町
3
－
6
ー
器

　
　
　
　
嵩
脇
荘

内
容
講
演
「
治
り
に
く
い
て
ん
か

　
　
　
　
　
　
ん
を
寛
騒
す
る
幅

　
　
　
㈱
劉
相
談
会

お
聞
い
合
わ
せ

　
麗
立
療
養
所
瀬
瓢
潟
中
央
病
院

　
　
　
　
　
　
て
ん
か
ん
セ
ン
タ
ー

　
費
0
2
5
－
2
6
5
－
3
王
7
1

　
　
“
　
　
　
　
　
　
、
、

奪
襲
ノ
　
　
…
ハ

掌
喉
、
砕
㌧
・
9

細
．
、
鐘

嘱
ざ
’
．
一

u
難
難

　
　
　
＼
　
慧

章
み
と

　
　
愚
建
9

塗
ノ
み
τ
　
　
、

・
8
）
て
さ
養
よ
ー
＼

4

、財鎌騰の蜘ら避「
「　　お…欝嫌濾簿 蟹　理　欝　鐘

メーター番録 環撮㌦ 幣　　　　　途

善
意
に
感
謝
し
ま
す

　
晦
穀
会
癌
祉
協
議
会
雄
ご
欝
億
が
あ
り
ま
し
た
。

跡
荘
竃
橿
祉
の
た
め
硫
浩
罵
さ
せ
て
い
た
だ
鳶
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
小
谷
穣
沢
重
炎
様

　
　
　
　
　
　
　
籔
○
、
○
○
○
湾

平成　　奪　　月分

1今籔指錯　　　就
陣働指針　　癒

糠難舞欄鷹畠
L＿

今鐵叢欝難は　　　　　　合　計　額　　円
　月　　β類の予定です
　　　　　　　　※よ詑の盆額は、麟求畢定額です。

「
」
，

　
　
　
淳

　
　
　
｝

　
　
　
一

　
　
　
溶

　
　
　
瀟

　
　
　
㎜

一
　
　
一

｝
　
｝

皿
　
㎜臨

「
副
賦

　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
羅
金
額
だ

せ
　
薦
料
　
礎

ら
　
灘
道
書

難
　
水
水
　
せ

お
　
下
下
禽
さ

の
　
　
　
　
　
替

1　鰹繍済
1平成葬月分

墜漫
松之山購役場水遵係・下水遊係　　i

　　　　　　　　　　　　一

7
月
よ
り

　
　
上
下
水
道
料
金
納
入
通
知
書

　
　
　
　
　
　
　
兼
領
収
書
が
変
わ
り
ま
す

　
境
筏
使
胴
し
て
い
る
納
入
通
矩
轡
兼
鑛
収
叢
が
、
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り

7
月
検
診
か
ら
新
し
い
様
式
に
変
わ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
水
道
料
金
と
下
水
遺
料
金
が
溺
々
の
納
入
通
矩
欝
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
7
月
の
検
斜
か
ら
一
枚
の
罵
紙
に
な
り
、
検
針
し
た
と
き
に
「
上
下

水
道
使
絹
料
の
お
簿
ら
せ
恥
を
醗
布
し
て
き
ま
す
．
こ
の
お
知
ら
せ
が
、
翌
月

の
納
入
通
短
書
兼
鑛
牧
書
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
瀬
い
し
ま
す
．

　
な
お
、
薩
接
納
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り
納
入
通
簿
書
兼
領
収

書
を
発
行
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
建
設
企
業
諜
下
水
遵
係
曹
6
－
2
玉
6
2

婁5



1
①
寸
卜
1

お知らせ一

松之山町役場　鶯6一一綴3王

9

翻
馴
剰
ー
，
，

　
懸
潟
県
警
察
で
は
、
若
さ
と
傭
熱

に
あ
ふ
れ
た
警
察
宮
を
葬
集
し
て
い

ま
す
。
県
民
の
生
活
を
守
る
罷
義
感

あ
ふ
れ
る
若
煮
を
募
集
し
ま
す
、

採
用
予
定
人
員

　
男
性
警
察
宮
　
蔦
名
程
度

　
女
性
警
察
官
　
赫
登
干
名

受
験
資
格

　
昭
秘
娼
琿
4
月
2
紹
か
ら
昭
秘
灘

　
葎
4
月
1
沼
ま
で
に
生
ま
れ
た
潔

　
（
大
学
卒
業
麿
以
外
）

受
付
期
問

　
7
月
4
霞
～
8
月
懲
β

第
遷
次
試
験

　
9
月
η
段
（
猶
）

試
験
会
場

　
覇
潟
県
庁

　
長
岡
高
等
学
校

　
直
江
津
腐
等
学
校

お
問
い
合
わ
せ

　
安
塚
警
察
署
　
費
2
－
0
王
1
0

齋劉刷…
採
繕
予
定
　
消
防
士
4
入
程
度

受
験
資
格

上
級
〈
！
名
以
上
）

　
昭
秘
50
年
4
月
2
磁
以
降
に
生
ま

　
れ
た
煮
で
、
学
校
教
膏
法
に
よ
る

　
大
学
を
卒
業
し
た
奢
又
は
平
成
B

　
年
3
月
綴
猿
ま
で
に
卒
業
晃
込
み

　
の
煮
（
単
成
欝
隼
4
月
玉
旧
親
荏

　
2
5
歳
以
下
の
春
）

初
級
（
1
名
以
上
〉

　
昭
頼
5
0
年
4
月
2
鷺
以
降
に
焼
ま

　
れ
た
煮
で
、
学
校
教
費
法
に
よ
る

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
警
（
短
期

　
大
学
等
の
L
位
の
学
校
卒
薬
毒
又

　
は
登
学
毒
を
禽
む
）
又
は
、
竪
成
捻

　
葎
3
月
綴
β
ま
で
に
楽
業
晃
込
み

　
の
奢
（
、
平
成
錦
年
4
月
1
繕
現
荏

　
2
5
歳
以
下
の
蓋
）

①
身
体
強
健
な
麿
で
、
襖
力
は
醐
眼

　
の
場
念
0
・
8
以
上
、
工
眼
の
場

　
念
そ
れ
ぞ
れ
0
・
5
以
上
（
矯
正

　
視
力
可
）
で
蝕
神
正
常
な
蓄

②
十
欝
町
地
域
広
域
事
務
組
合
管
内

　
（
十
黛
町
市
、
傾
繭
町
、
津
繭
町
、

　
中
羅
村
、
松
代
町
、
松
之
由
町
）

に
罵
住
可
能
な
奮

受
験
申
込
書

　
松
之
山
分
遣
所
に
用
慧
し
て
あ
り

　
ま
す
。

申
込
受
付
期
闘

　
7
月
3
鷺
か
ら
7
月
綴
獄

お
問
い
含
せ

　
十
鷺
時
地
域
広
域
箏
務
組
舎

　
費
0
2
5
7
－
5
7
－
1
5
5
6

［獣
医
麟
の
採
馬
募
集

採
常
予
定
職
種

　
獣
墜
師
　
王
名

受
験
資
格

①
昭
和
弱
年
4
月
2
銀
以
降
に
生
ま

　
れ
た
奢
（
平
成
捻
年
4
月
1
臼
現

　
窪
3
0
歳
以
下
の
巌
）
で
獣
鷹
師
の

　
免
許
・
取
得
毒
又
は
馨
成
⑫
年
度
に

　
行
わ
れ
る
獣
医
師
圃
家
試
験
に
よ

　
り
免
午
取
得
見
込
み
の
煮

⑦
↑
濤
町
地
域
広
域
事
務
組
合
管
内

　
（
十
購
町
市
、
絹
茜
跡
、
津
南
町
、

　
中
墨
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
）

　
に
層
住
可
能
な
蓄

試
験
方
法

　
教
養
試
験
・
面
接
・
身
体
検
糞

受
験
申
込
書

　
松
之
山
分
遣
断
に
用
思
し
て
あ
り

　
ま
す
．

申
込
受
付
期
闘

　
7
月
3
欝
か
ら
7
月
綴
紹

お
問
い
合
せ

　
牽
獄
町
地
域
広
域
箏
務
組
雪

　
僧
G
2
5
7
－
5
7
…
1
5
5
6

｝

ミ

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

貨
時
　
慧
月
1
2
鷺
（
臼
）

　
　
　
午
繭
沁
時
か
ら
胤
午

会
場

　
上
・
中
・
下
越
地
域
に
設
置
し
た

　
会
場
と
な
り
、
受
験
票
に
記
載
さ

　
れ
ま
す
、

受
験
資
格

　
保
健
・
編
緻
・
躍
療
に
関
す
る
岡

　
家
資
格
等
を
持
ち
、
そ
の
業
務
で

　
5
葎
以
上
の
従
事
経
験
が
必
要
で

　
す
。
詳
し
く
は
県
庁
介
護
保
険
塞

　
に
お
閥
い
舎
わ
せ
く
だ
さ
い
．

受
験
願
書

①
醍
籏

　
8
月
m
摂
（
木
）

　
　
　
　
～
9
月
2
0
鎖
（
水
）

②厳扱場．

所

　
新
潟
県
庁
蔑
齢
編
轍
保
健
謙

　
　
　
　
介
護
保
険
雛
（
盤
階
）

⑧
取
り
霧
せ
方
法

　
藏
接
出
晦
く
か
、
郵
送
（
2
7
0

　
円
切
甲
を
貼
付
し
た
A
2
版
が
入

　
る
角
2
サ
イ
ズ
の
返
信
電
封
筒
を

　
尚
封
）
に
よ
り
依
頼

憂
験
串
込

①
受
樗
期
間

　
9
月
三
g
（
金
）

　
　
　
　
～
9
月
2
0
懸
（
水
）

　
　
当
濤
滴
印
鞍
効

②
申
込
方
法

　
郵
送
（
簡
易
霧
留
）
又
は
持
参

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　
〒
9
5
0
－
8
5
7
0

　
新
潟
県
鷺
．
岡
齢
禰
祉
保
健
繰

　
　
　
　
介
護
保
険
寵
（
捻
階
）

　
費
0
2
5
－
2
8
5
－
5
5
1
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
2
5
2
8

尋
薦
か
ら
の
藝
せ

　
新
潟
労
働
馬
に
懲
総
合
労
働
相
談

窓
鷺
“
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
労

働
闘
題
で
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い

か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
と
き
は
、
．
戴

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

総
合
労
働
相
談
窓
爲

　
費
0
2
5
－
2
3
4
－
5
3
5
3

　
　
　
新
潟
労
働
局
総
務
部
企
醐
窺

『
　
1
1
吉
、
…
i
i
…
旨
§
甲
曜
』
…
i
筆
筆
P
羊
…
等
i
…
ξ
ロ
薯
戸
i
；
…
チ
・
…
星
罹
　
i
旨
，
箏

　
U
タ
書
ン

　
　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
U
タ
ー
ン

就
職
鯖
望
の
方
、
地
光
で
求
職
中
の

方
な
ど
を
対
象
に
「
U
タ
ー
ン
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
“
を
絹
催
し
ま
す
．

　
学
生
・
祇
会
人
の
方
を
悶
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
お
無
軽
に
お
患
か
け
く

だ
さ
い
．

日
時
　
8
月
捻
嬢
（
土
）

　
　
　
午
離
鐙
時
～
午
後
3
時
3
Q
分

場
勝
　
上
越
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

内
容

！4

　
企
業
懇
談
（
約
4
0
祇
参
撫
予
、
罵
）
・

　
企
業
惰
報
、
求
人
憐
報
の
提
供
・

　
職
業
櫓
談

お
澗
い
合
わ
せ

　
ハ
獄
ー
ワ
…
ク
上
越

　
僧
0
2
5
5
－
2
3
－
6
王
2
三

マ
創
鰭
欄
，

　
鍼
日
の
暮
ら
し
の
申
で
、
役
勝
や

公
隣
な
ど
が
行
っ
て
い
る
種
事
に
つ

い
て
の
著
構
や
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん

か
．
家
薩
内
の
も
め
ご
と
、
そ
の
勉

人
権
問
題
で
お
囲
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

β
時
　
7
月
綿
撫
（
水
）

　
　
　
午
麟
鐙
時
～
午
後
3
時

場
駈
　
自
然
休
養
繕
管
理
セ
ン
タ
ー

損
談
掘
当
者

　
　
　
法
務
周
職
員

鰯
許
し
タ

“
写
9ぜ

、
で
．

　
　
　
人
権
擁
護
婁
貴

　
　
　
行
政
相
談
貴

頴
馴
ん
で
も
相
談
会

　
労
働
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
応

じ
ま
す
。

◇
残
業
し
て
も
手
当
て
が
で
な
い
．

◇
突
然
解
雇
さ
れ
た
。

◇
職
場
で
の
嫌
が
ら
せ
、
セ
ク
ハ
ラ

　
等
で
悩
ん
で
い
る
。

◇
祇
会
保
険
・
雇
罵
保
険

◇
給
料
を
払
っ
て
く
れ
な
い
、

◇
そ
の
飽
労
働
に
溺
す
る
こ
と
は
な

　
ん
で
も

β
時
7
月
器
撮
釜
）

　
　
　
午
繭
⑳
時
～
午
後
7
聴

場
筋
　
上
越
市
藤
野
新
照
漏
ー
玉

　
　
　
上
越
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

相
談
方
法

　
導
門
家
が
直
接
相
談
に
応
じ
濠
す
。

　
電
誕
相
談
で
も
結
構
で
す
．

　
3
～
k

　
　
　
　
　
　
＾
○
、
雛
．
．

ぞ
巻
　
へ
Q
．
．
饅
．

霧
雰

難
ー

　
　
戸

　
Z

費
0
2
5
5
－
4
3
－
2
9
0
9

お
聞
い
合
わ
せ

　
烹
越
労
政
事
務
勝

　
費
0
2
5
5
－
2
6
－
6
王
工
0

醐…
…
…
｝
髪
多
圭
■
筆
養
…
…
手
ー
｝
｝
…
…
重

市
民
て
ん
か
ん
講
座

　
病
無
の
て
ん
か
ん
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に
て
ん
か
ん
講
座

を
醐
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

β
時
　
9
肩
憩
摂
（
欝
）

　
　
　
　
　
　
午
後
玉
時
よ
り

会
場
　
上
越
帯
薦
城
町
3
－
6
ー
器

　
　
　
　
嵩
脇
荘

内
容
講
演
「
治
り
に
く
い
て
ん
か

　
　
　
　
　
　
ん
を
寛
騒
す
る
幅

　
　
　
㈱
劉
相
談
会

お
聞
い
合
わ
せ

　
麗
立
療
養
所
瀬
瓢
潟
中
央
病
院

　
　
　
　
　
　
て
ん
か
ん
セ
ン
タ
ー

　
費
0
2
5
－
2
6
5
－
3
王
7
1

　
　
“
　
　
　
　
　
　
、
、

奪
襲
ノ
　
　
…
ハ

掌
喉
、
砕
㌧
・
9

細
．
、
鐘

嘱
ざ
’
．
一

u
難
難

　
　
　
＼
　
慧

章
み
と

　
　
愚
建
9

塗
ノ
み
τ
　
　
、

・
8
）
て
さ
養
よ
ー
＼

4

、財鎌騰の蜘ら避「
「　　お…欝嫌濾簿 蟹　理　欝　鐘

メーター番録 環撮㌦ 幣　　　　　途

善
意
に
感
謝
し
ま
す

　
晦
穀
会
癌
祉
協
議
会
雄
ご
欝
億
が
あ
り
ま
し
た
。

跡
荘
竃
橿
祉
の
た
め
硫
浩
罵
さ
せ
て
い
た
だ
鳶
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
小
谷
穣
沢
重
炎
様

　
　
　
　
　
　
　
籔
○
、
○
○
○
湾

平成　　奪　　月分

1今籔指錯　　　就
陣働指針　　癒

糠難舞欄鷹畠
L＿

今鐵叢欝難は　　　　　　合　計　額　　円
　月　　β類の予定です
　　　　　　　　※よ詑の盆額は、麟求畢定額です。

「
」
，

　
　
　
淳

　
　
　
｝

　
　
　
一

　
　
　
溶

　
　
　
瀟

　
　
　
㎜

一
　
　
一

｝
　
｝

皿
　
㎜臨

「
副
賦

　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
羅
金
額
だ

せ
　
薦
料
　
礎

ら
　
灘
道
書

難
　
水
水
　
せ

お
　
下
下
禽
さ

の
　
　
　
　
　
替

1　鰹繍済
1平成葬月分

墜漫
松之山購役場水遵係・下水遊係　　i

　　　　　　　　　　　　一

7
月
よ
り

　
　
上
下
水
道
料
金
納
入
通
知
書

　
　
　
　
　
　
　
兼
領
収
書
が
変
わ
り
ま
す

　
境
筏
使
胴
し
て
い
る
納
入
通
矩
轡
兼
鑛
収
叢
が
、
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り

7
月
検
診
か
ら
新
し
い
様
式
に
変
わ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
水
道
料
金
と
下
水
遺
料
金
が
溺
々
の
納
入
通
矩
欝
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
7
月
の
検
斜
か
ら
一
枚
の
罵
紙
に
な
り
、
検
針
し
た
と
き
に
「
上
下

水
道
使
絹
料
の
お
簿
ら
せ
恥
を
醗
布
し
て
き
ま
す
．
こ
の
お
知
ら
せ
が
、
翌
月

の
納
入
通
短
書
兼
鑛
牧
書
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
瀬
い
し
ま
す
．

　
な
お
、
薩
接
納
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り
納
入
通
簿
書
兼
領
収

書
を
発
行
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
建
設
企
業
諜
下
水
遵
係
曹
6
－
2
玉
6
2

婁5
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灘
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灘

櫨夢

かわいい稚児行列

醐

獺

松之出温泉まつり　7／29

燃
　鐵

圃團回團
おめでた（出生）
ゆ　め

佑勢ちゃん　中村　健一・祐子さん

，、、　　　　湯本仲村屋）
鞠惟ちゃん　晒澤　賢仁・洋子さん

　　　　　　　　上籔地（入）
利史ちゃん　吉繊　新次・マリアさん

　、　　　　　　　　松之山（町営住宅〉

史歩ちゃん　本出　政男・せい子さん

　　　　　　　　鐙麦立（なん木〉

おくやみ（死亡〉

由
岸
澤
賀
橋
澱
藤

麺
山
相
志
轟
山
佐

カズさん88歳

忠雄さん88歳

チイさん75歳
海建さん　73歳

ミヨさん籔歳

タイさん75歳
清作さん77歳

松之撫（覇　場〉

新山（肉由）
小谷（中島〉
松鑓（さいちんさ）

天水島（新　屋〉

藤倉（糠の木〉

中立由（権兵工）

零6月獺から6月30弩までの雇鵡分です．

ホ広報に載せてほしくない方は、旙繊の時に

窓口に：お誌ください。

⑳◎融⑭
　　　　　　　　4月30総環窪

総人口　a245人（一4）

　男　夏，562人（一一4〉

　女　三，683人（　0）

徴帯数　i，捻7戸（一　1〉

　　　（）内は離月との此較

町民憲章縫欝、、53奪7胴定

　わたしたちは松之慮町民です。郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう。

町疑の盆欝葉

玉、美しい緑と嚢の中で

　　　　　心豊かな人になろう
三、ブナσ）穂が触れ合うように

　　　　　連体の心をもとう
！、湧きいづる湯泉のように

　　　　　麟造のカを嵩めよう

8月 10・24　紛時～22時

え・うちのおかあさん

耀旨

　　　　　ず　　へ

灘鞭

礪、

◇6月の出来事

4黛　ブナの森コンサート

鷺a　議会定鰹会20段まで

25田　衆議院総選挙

　　禰：麺咲費子ちゃん

　　松之出（駐荏所）

私と蝿ごっこをしているお母さん．

髪の艶がうまく描けました．笈ってい

るお母さんが好き。

．爾

　　　内由智朗くん

　　松之出（町嘗住実〉

　莫っているお母さん．鑓が1難こ描

けました．僕と燕祐が悪い’罫になると

怒るの．

◇7月娼9～8肩絵βの予定

20揖

29臼

30霞

7段

王2露

大地の芸衝祭オー一ブン

松之山温泉まつり

簿民湯鳥大運動会

野村万作公演

真夏の霧まつり

　
夏
は
慾
か
と
行
灘
が
多
イ
＼
あ
わ

た
だ
し
い
海
鶏
で
す
。
暑
い
と
た
だ

で
さ
え
疲
れ
ま
す
か
ら
、
睡
眠
だ
け

は
牽
分
に
と
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
。
葎
を
と
る
と
疲
れ
が
す
ぐ
に
で

な
い
で
…
鶏
お
い
て
か
ら
で
て
く

る
と
露
い
ま
す
が
、
本
当
の
よ
う
で

す
．
夏
バ
テ
予
鯵
に
は
食
欲
が
な
く

て
も
し
っ
か
り
鷺
食
を
食
べ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
今
鐸
は
、
猛
暑
と

い
う
予
懇
も
あ
り
ま
す
。
せ
っ
か
く

の
夏
で
す
か
ら
、
雨
ば
か
り
続
く
よ

り
暑
い
方
が
良
い
で
す
が
、
夏
バ
テ

で
囎
ら
な
い
よ
う
体
調
を
整
え
て

お
き
た
い
も
の
で
す
．

夢
日
記
よ
り

黍6

I
O
の
ト
ー


